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司
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序
　
　
言

　
実
定
法
に
よ
る
一
元
的
支
配
を
推
進
し
た
秦
帝
国
は
、
天
道
を
持
た
ぬ
政
治
思
想

の
欠
陥
を
露
呈
し
つ
つ
、
紀
元
前
二
〇
六
年
、
僅
か
十
六
年
の
短
命
を
以
て
崩
壊
し

た
。
人
間
世
界
の
真
の
統
治
原
理
は
何
か
、
ま
た
そ
れ
は
、
黙
し
て
語
ら
ぬ
天
道
と

如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
秦
帝
国
の
盛
衰
は
、
中
国
古
代
政
治
思
想
史
の
上
に
、

こ
う
し
た
課
題
を
突
き
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
前
漢
昭
帝
時
代
の
塩
鉄
論
争
を
基
に
、
宣
帝
期
の
桓
寛
が
編
集
し
た
『
塩
鉄
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
は
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
四
つ
の
答
え
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
春
夏
－

仁
、
秋
冬
－
刑
と
配
し
た
上
で
、
春
夏
秋
冬
が
一
年
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
各
々

価
値
的
に
同
等
で
あ
る
如
く
、
仁
一
徳
治
）
と
刑
（
法
治
一
も
統
治
の
際
の
不
可
欠

の
要
素
と
し
て
同
等
の
価
直
を
持
つ
と
主
張
す
る
御
史
大
夫
側
の
見
解
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
す
る
賢
良
文
学
側
の
主
張
は
三
つ
あ
る
。
第
一
は
、
春
－
仁
、
夏
－
徳
、
秋

－
義
、
冬
－
礼
の
如
く
配
し
、
天
道
と
の
関
わ
り
を
持
つ
の
は
、
仁
徳
義
礼
（
徳
治
）

の
み
で
あ
り
、
刑
（
法
治
）
は
四
時
と
の
関
係
を
持
た
な
い
と
す
る
も
の
。
第
二
は
、

陰
－
刑
、
陽
－
徳
と
、
陰
陽
に
刑
徳
を
配
し
、
刑
の
存
在
を
一
応
認
め
た
上
で
、
価

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
一
社
会
科
学
）

値
的
に
は
陽
・
徳
が
陰
・
刑
よ
り
も
上
位
に
あ
る
と
す
る
も
の
。
第
三
は
、
春
夏
－

令
－
教
、
秋
冬
－
法
－
刑
罰
と
配
し
て
、
両
者
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
や
は
り
価

値
的
に
は
教
が
刑
よ
り
上
位
に
あ
り
、
理
想
的
治
世
に
は
刑
罰
は
不
要
に
な
る
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
四
つ
の
見
解
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
稿
に
於
て
論
述
し
た
如
く
、
賢
良
文
学

側
の
第
一
の
主
張
が
、
御
史
大
夫
側
の
反
論
に
よ
っ
て
第
二
第
三
の
主
張
へ
変
容
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
変
容
の
様
は
、
同
時
に
、
漢
代
需
学
の
根
幹
を
な

す
と
さ
れ
る
董
仲
箭
の
思
想
の
形
成
過
程
を
も
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
過
程
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
の
一
端
と
し
て
、
筆
者
は
先
に
、
馬

王
堆
漢
墓
白
巾
書
の
内
、
『
老
子
』
甲
本
巻
前
古
逸
書
『
明
君
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
）

想
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
概
括
的
に
捉
え
れ
ば
、
『
明
君
』
に
は
、
儒

家
的
要
素
と
法
家
的
要
素
の
並
存
、
王
道
と
霜
道
の
連
続
性
を
認
め
る
思
考
な
ど
が

見
ら
れ
、
儒
法
折
衷
・
王
霜
等
質
の
傾
向
を
見
せ
る
漢
代
儒
学
の
先
駆
的
思
想
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
天
道
に
関
す
る
思
想
は
、
全
く
欠
落
し
て
お
り
、

こ
の
点
が
、
先
の
『
塩
鉄
論
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
統
治
原
理
と
天
道
と
の
関
係

第
二
十
三
巻
－
第
二
号
　
四
五
頁
∫
六
四
頁

平
成
元
年
二
一
月

sokyu
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
）

を
め
ぐ
る
議
論
、
即
ち
刑
徳
説
と
の
大
き
な
相
違
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
同
じ
く
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
、
黄
老
思
想
の
実
態
解
明
に

供
す
る
重
要
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
白
巾
書
『
老
子
』
乙
本
巻
後
の
四
つ
の
古
逸

書
の
内
、
『
称
』
を
取
り
上
げ
、
右
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。
馬
王
堆
白
巾
書
『
称
』
に
は
、
天
道
に
関
す
る
思
考
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、

何
よ
り
「
称
」
と
い
う
そ
の
書
名
が
、
前
記
の
刑
徳
説
と
の
関
係
上
、
極
め
て
興
味

深
く
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
称
』
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ
の
写
真
版
と
釈
文
を
載
せ
る
『
馬
王
堆
漢
墓
畠

書
［
壼
］
』
（
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
○
年
一
等
が

基
礎
的
文
献
に
な
っ
て
い
る
程
度
で
、
本
格
的
な
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
先
ず
、
読
解
の
前
提
と
し
て
、
『
称
』
の
外
見
上
の
特
色
を
以
下
に
明
ら
か
に

し
て
お
く
。

　
第
一
に
、
『
称
』
の
文
献
と
し
て
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
が
、
『
称
』
の
先
頭
に
は
、

圏
園
と
い
う
文
献
の
冒
頭
を
示
す
塗
り
潰
し
が
あ
り
、
ま
た
末
尾
に
は
、
「
称
」
と
い

う
書
名
お
よ
び
「
千
六
百
」
と
い
う
文
字
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

『
称
』
全
体
の
ま
と
ま
り
・
首
尾
は
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
に
、
内
部
構
成
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
老
子
』
に
類
似
し
て
い
る
。
現
行
本

一
河
上
公
本
一
『
老
子
』
は
、
全
八
十
一
章
の
章
句
本
と
し
て
各
章
冒
頭
に
題
名
も
付

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
元
来
、
各
章
の
題
名
は
な
く
、
そ
の
区
切
り
が
「
・
」
印
に

よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
が
、
白
巾
書
『
老
子
』
の
出
土
に
よ
っ
て
判
明

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
称
』
も
、
畠
書
『
老
子
』
と
同
様
の
内
部
構
造
を
持
つ
と

言
え
る
。
『
称
』
は
、
全
五
十
余
の
節
か
ら
成
っ
て
お
り
、
各
節
の
区
分
は
、
白
巾
書
本

『
老
子
』
同
様
、
「
③
」
印
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
各
節
相
互
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
老
子
』
同
様
そ
れ
ほ
ど
緊
密

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
第
一
節
や
最
終
節
な
ど
、
全
体
の
首
尾
は
一
応

意
識
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
節
か
ら
節
へ
の
緊
密
な
論
理
展
開
は
認
め
ら
れ
な

い
。
『
老
子
』
が
全
体
と
し
て
「
道
」
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
、
同
時
に
各
節
の
独
立

性
も
高
い
の
と
同
様
、
『
称
』
も
、
節
を
追
っ
て
の
緊
密
な
論
理
展
開
と
言
う
よ
り
も
、

全
体
で
或
る
一
貫
し
た
趣
旨
を
示
す
と
い
う
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
ノ
＼
『
称
』
の
外
見
的
特
徴
は
、
『
経
法
』
『
十
六
経
』
な
ど
他
の
馬
王
堆

白
巾
書
の
内
で
も
、
と
り
わ
け
『
老
子
』
に
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
実
際
、

『
称
』
の
中
に
は
『
老
子
』
の
思
想
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
道
」
と
い
う
言
葉
も
見

え
る
。
但
し
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
道
」
は
『
老
子
』
の
そ
れ
と
は
や
や
異
な
る
よ

う
で
あ
り
、
ま
た
、
『
称
』
に
は
、
『
管
子
』
『
慎
子
』
『
准
南
子
』
な
ど
他
の
文
献
と

類
似
す
る
主
張
が
か
な
り
存
在
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
点
を
含
め
、
『
称
』
の
思
想
内
容
を
分
析
し
て
行
く
こ
と
に
す

る
。

、
天

　
『
称
』
の
思
想
の
最
大
の
特
色
は
、
天
道
と
人
為
の
問
に
密
接
な
相
関
関
係
が
あ

る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
天
人
相
関
思
想
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

『
称
』
に
於
け
る
天
人
相
関
の
様
相
を
解
明
す
る
た
め
に
、
先
ず
『
称
』
の
説
く
「
天

（
道
）
」
に
注
目
し
、
次
に
、
そ
の
天
に
対
応
す
る
「
人
」
事
、
及
び
そ
の
両
者
の
関

係
、
と
い
う
順
で
分
析
を
進
め
て
行
く
。

　
な
お
、
先
述
の
如
く
、
『
称
』
の
各
節
に
は
題
名
も
節
数
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

便
宜
上
、
原
文
の
「
・
」
印
に
従
っ
て
各
節
を
第
一
節
か
ら
第
五
十
二
節
に
区
分
し
、

資
料
を
引
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
末
尾
に
一
－
一
一
5
2
）
の
如
く
、
そ
の
節
数
を
記
す
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こ
と
と
し
た
。

　
『
称
』
に
於
け
る
天
は
、
①
寒
暑
・
明
暗
な
ど
の
自
然
の
変
化
と
し
て
の
性
格
、

②
人
為
を
超
越
す
る
運
命
・
宿
命
と
し
て
の
性
格
、
③
人
問
に
禍
福
を
下
す
人
格
神

的
性
格
、
の
三
つ
の
性
格
に
大
別
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
先
ず
以
下
に
、
自
然
の
変
化
と
し
て
登
場
す
る
天
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
（
5
）

　
　
・
天
は
寒
暑
を
制
し
、
地
は
高
下
を
制
し
、
人
は
取
予
を
制
す
。
（
1
7
）

　
　
・
日
は
明
を
為
し
、
月
は
晦
を
為
す
。
昏
く
し
て
休
み
、
明
る
く
し
て
起
き
る
。

　
　
　
天
極
を
失
う
母
か
れ
。
数
を
廠
（
究
）
む
れ
ば
、
而
し
て
止
む
。
一
3
0
）

　
　
⑤
寒
き
時
に
独
り
暑
く
、
暑
き
時
に
独
り
寒
き
は
、
其
の
生
危
し
。
其
の
逆
を

　
　
　
以
て
す
れ
ば
な
り
。
（
4
9
）

　
　
・
時
若
し
行
う
可
く
ん
ば
、
亟
か
に
応
じ
て
言
う
勿
か
れ
。
時
若
し
未
だ
可
な

　
　
　
ら
ず
ん
ば
、
其
の
門
を
塗
り
、
其
の
端
を
見
わ
す
母
か
れ
。
（
1
6
）

　
　
一
時
極
未
だ
至
ら
ず
ん
ば
、
徳
に
隠
れ
、
既
に
其
の
極
を
得
れ
ば
、
其
の
得
を

　
　
　
遠
く
す
。
［
　
　
］
。
既
に
其
の
功
を
成
せ
ば
、
還
っ
て
其
の
従
に
復
す
。

　
　
　
人
能
く
代
わ
る
も
の
莫
し
。
（
2
0
）

　
1
7
・
3
0
・
4
9
節
の
天
は
、
「
寒
時
」
「
暑
時
」
と
い
う
自
然
の
時
と
し
て
、
ま
た
日

月
の
「
明
」
「
晦
」
の
周
期
的
変
化
と
し
て
説
か
れ
、
そ
の
両
者
の
変
化
の
極
み
が
「
天

極
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
動
か
ぬ
静
か
な
自
然
で
は
な
く
、
寒
暑
一
明

暗
と
い
う
両
面
性
を
持
ち
、
交
互
に
或
い
は
周
期
的
に
変
化
す
る
も
の
と
し
て
説
か

れ
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
方
、
「
天
」
「
地
」
「
人
」
の
併
称
表
現
が
存
在

し
、
三
者
の
役
割
分
担
が
説
か
れ
一
1
7
）
、
あ
る
い
は
ま
た
「
天
地
の
道
」
一
4
）
「
天

地
の
紀
」
一
2
6
）
の
如
く
「
天
地
」
と
い
う
連
称
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
こ
の
天
に
は
、
宇
宙
全
体
の
主
宰
者
あ
る
い
は
万
物
の
根
源
と
し
て
の

「
称
」
の
思
想
一
湯
浅
）

性
格
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
1
6
⑧
2
0
節
に
は
、
「
時
」
「
時
極
」
と
い
う
抽
象
化
さ

れ
た
「
時
」
も
説
か
れ
る
が
、
前
記
の
天
の
「
時
」
と
の
関
連
か
ら
、
こ
の
「
時
」

も
旦
一
体
的
に
は
、
こ
う
し
た
自
然
の
「
時
」
か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
自
然
の
運
行
は
、
更
に
、
人
為
を
越
え
る
運
命
・
宿
命
と
し

て
提
示
さ
れ
る
。

　
　
・
国
の
存
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
天
下
亡
ぼ
す
能
わ
ざ
る
な
り
。
国
の
将
に
亡
び

　
　
　
ん
と
す
る
や
、
天
下
存
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
（
1
9
）

　
　
一
宗
の
将
に
興
ら
ん
と
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
［
］
に
伐
つ
が
如
く
、
宗
の
将
に

　
　
　
壊
れ
ん
と
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
山
に
伐
つ
が
如
し
。
貞
良
に
し
て
亡
ぶ
は
、

　
　
　
先
人
の
余
央
（
殊
）
な
り
。
商
閾
（
獄
）
に
し
て
椿
（
活
）
く
る
は
、
先
人

　
　
　
の
連
（
烈
）
な
り
。
（
3
3
）

　
　
一
時
極
未
だ
至
ら
ず
ん
ば
、
徳
に
隠
れ
、
既
に
其
の
極
を
得
れ
ば
、
其
の
得
を

　
　
　
遠
く
す
。
□
］
を
残
す
る
に
力
を
以
て
し
。
既
に
其
の
功
を
成
せ
ば
、
還
っ

　
　
　
て
其
の
従
に
復
す
。
人
能
く
代
わ
る
も
の
莫
し
。
（
2
0
）

　
　
③
諸
侯
乱
有
り
て
、
乱
を
正
す
者
其
の
理
を
失
え
ば
、
乱
国
反
っ
て
行
う
。
其

　
　
　
の
時
未
だ
能
く
せ
ざ
れ
ば
、
其
の
子
孫
に
至
り
て
必
ず
行
う
。
故
に
日
く
、

　
　
　
人
を
制
す
る
も
而
し
て
其
の
理
を
失
え
ば
、
反
っ
て
制
せ
ら
る
。
（
4
2
）

　
こ
こ
で
は
、
「
国
」
や
「
宗
」
の
「
存
」
「
亡
」
「
興
」
「
壊
」
は
人
為
で
は
如
何
と

も
し
難
い
と
説
か
れ
る
。
も
っ
と
も
、
「
命
」
と
か
「
天
命
」
と
か
の
明
確
な
表
現
は

見
ら
れ
な
い
が
、
「
国
の
将
に
亡
び
ん
と
す
る
」
と
い
う
状
況
を
前
に
し
て
は
、
天
下

の
人
為
を
結
集
し
て
も
「
存
す
る
能
わ
」
ず
と
説
か
れ
て
お
り
、
前
記
の
天
の
「
時
」

に
比
べ
、
人
為
に
対
し
て
よ
り
決
定
的
な
「
命
」
と
し
て
の
天
が
説
か
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
天
は
、
い
ず
れ
も
自
然
の
理
法
と
し
て
登
場
し
て
お

り
、
有
意
志
の
人
格
神
。
主
宰
者
と
し
て
の
性
格
は
見
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
以
下
の
資
料
に
於
け
る
天
は
、
明
ら
か
に
人
格
神
的
な
要
素
を
持
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

　
　
・
天
は
寒
暑
を
制
し
、
地
は
高
下
を
制
し
、
人
は
取
予
を
制
す
。
取
予
当
た
れ

　
　
　
ば
、
立
ち
て
［
］
王
為
り
。
取
予
当
た
ら
ず
ん
ば
、
流
れ
之
き
て
死
亡
す
。

　
　
　
天
に
環
（
還
）
刑
有
り
、
反
っ
て
其
の
殊
を
受
く
。
（
1
7
）

　
こ
の
第
1
7
節
は
先
に
も
取
り
上
げ
た
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
後
半
部

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
天
」
に
「
環
一
還
一
刑
」
が
有
り
、
「
取
予
」
と
い
う
人
為
が

天
の
在
り
方
に
対
応
し
な
い
場
合
に
は
、
「
反
っ
て
其
の
殊
を
受
」
け
る
と
警
告
さ
れ

る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
天
は
、
理
法
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
ひ
と
た
び
人
間
が
こ
の

理
法
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
「
殊
」
を
下
す
、
と
い
う
人
格
神
的
性
格
を
も
、
同
時

に
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
2
7
節
に
は
「
上
帝
」
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。

　
　
一
宮
室
度
を
過
ぐ
る
は
、
上
帝
の
悪
む
所
な
り
。
為
す
者
は
居
ら
ず
、
居
る
と

　
　
　
錐
も
必
ず
路
す
。
（
2
7
）

　
こ
こ
で
は
、
「
度
を
過
」
ぎ
る
行
為
が
否
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
何
故
否
定

さ
れ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
し
た
行
為
が
「
上
帝
の
悪
む
所
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
も
し
「
度
を
過
」
ぎ
る
行
為
を
敢
え
て
為
せ
ば
、
「
居
ら
ず
（
生
命
の
危
機
一
」

あ
る
い
は
「
必
ず
路
す
（
路
頭
に
迷
う
）
」
と
い
う
悲
惨
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

　
こ
う
し
た
人
格
神
的
な
天
の
性
格
は
、
既
に
検
討
し
た
自
然
の
理
法
と
し
て
の
天

の
在
り
方
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
も
生
ず
る
が
、
そ
の
答
え
は
、
先

の
第
1
7
節
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
『
称
』
に
於
け
る
天

は
、
ま
ず
寒
暑
・
明
暗
の
如
き
自
然
と
し
て
登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
人
為
と
は
無
関

係
に
独
自
の
運
行
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、
人
の
拠
る
べ
き
規
範
・
理
法
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
が
ひ
と
た
び
こ
の
規
範
⑧
理
法
を
逸
脱
す
れ
ば
直
ち
に

災
禍
を
下
す
と
い
う
、
理
法
的
天
と
人
格
神
的
天
と
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
老
子
』
の
中
心
概
念
で
も
あ
り
『
称
』
に
も
登
場
す
る
「
道
」
と
こ

の
「
天
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
・
道
は
始
む
る
元
く
し
て
応
ず
る
有
り
。
其
（
事
物
一
の
未
だ
来
た
ら
ざ
る
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
　
　
之
く
元
く
、
そ
の
已
に
来
た
る
や
之
に
如
う
。
（
1
）

　
こ
の
第
－
節
で
は
、
自
ら
率
先
し
て
始
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
事
物
の
側
に
順
応
し

て
行
く
の
が
「
道
」
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
道
」
は
、

『
老
子
』
の
説
く
、
宇
宙
の
母
体
、
万
物
の
根
源
と
し
て
の
「
道
」
や
、
『
荘
子
』
の

説
く
万
物
斉
同
の
境
地
と
し
て
の
認
識
論
的
「
道
」
と
は
、
や
や
異
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
ま
た
、
第
4
節
で
は
、
「
変
」
化
の
「
道
」
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
一
凡
そ
変
ず
る
の
道
は
、
益
す
に
非
ざ
れ
ば
而
ち
損
な
い
、
進
む
に
非
ざ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

　
　
　
而
ち
退
く
。
首
に
変
ず
る
者
は
、
凶
。
（
4
）

　
こ
の
よ
う
に
、
変
化
の
様
相
は
、
「
益
」
あ
る
い
は
「
進
」
の
一
方
的
直
線
的
変
化

で
は
な
く
、
必
ず
、
「
益
」
と
「
損
」
、
「
進
」
と
「
退
」
の
交
互
の
或
い
は
周
期
的
な

変
化
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
従
っ
て
、
道
が
「
益
」
の
状
況
で
あ
る
の
に
、
自
ら
「
損
」

じ
た
り
、
道
が
「
退
」
の
状
況
で
あ
る
の
に
、
自
ら
「
進
」
ん
だ
り
す
る
と
い
う
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

為
は
、
道
の
変
化
に
順
応
せ
ず
「
首
に
変
ず
る
」
愚
行
で
あ
り
、
「
凶
」
で
あ
る
と
否

定
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
も
や
は
り
、
道
は
、
万
物
の
根
源
や
宇
宙
の
主
宰
者
と
し
て
で
は
な
く
、
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正
し
い
在
り
方
と
い
う
意
味
で
説
か
れ
て
お
り
、
同
様
の
こ
と
は
、
次
の
第
2
6
節
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
。
天
地
の
道
は
、
左
有
り
右
有
り
、
牝
有
り
牡
有
り
、
詰
詰
一
暗
暗
）
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
事
を
作
し
、
我
従
り
始
む
る
母
し
。
（
2
6
）

　
「
左
」
「
右
」
、
「
牝
」
「
牡
」
と
い
う
両
面
性
を
持
ち
、
「
詰
詰
（
暗
暗
）
と
し
て
事

を
作
し
」
な
が
ら
、
「
我
従
り
始
む
る
」
こ
と
は
な
い
と
い
う
「
天
地
の
道
」
は
、
前

記
の
理
法
と
し
て
の
天
の
在
り
方
を
彼
佛
と
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
、
「
天
地

の
道
」
と
い
う
表
現
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
「
道
」
は
正
し
い
在
り
方
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
「
天
の
始
む
る
所
を
知
り
、
地
－
の
理
を
察
す
。
聖
人
は
天

地
の
紀
を
塵
論
（
彌
給
）
す
」
（
1
4
）
と
説
か
れ
る
場
合
の
「
紀
」
に
類
似
す
る
概
念

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
『
称
』
に
於
け
る
天
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
の
天
は
、
自
然
の

運
行
を
基
調
と
す
る
理
法
と
し
て
説
か
れ
る
一
方
、
ひ
と
た
び
人
問
が
そ
の
理
法
を

逸
脱
す
れ
ば
、
恐
る
べ
き
災
禍
を
下
す
と
い
う
人
格
神
的
性
格
を
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
。
そ
し
て
、
「
道
」
は
、
具
体
的
に
は
両
面
性
を
持
っ
て
交
互
に
あ
る
い
は
周
期

的
に
変
化
し
、
自
ら
は
独
断
専
行
し
な
い
と
い
う
、
そ
う
し
た
天
の
正
し
い
在
り
方
、

と
い
う
意
味
で
登
場
し
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
天
の
在
り
方
に
人
問
は
い
か
に
対
処
し
て
行
け
ば
良
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
、
次
に
、
「
天
」
に
対
す
る
「
人
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
。

二
、
人

，
先
ず
、
『
称
』
に
於
て
は
、
天
の
正
し
い
在
り
方
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
、

如
く
「
聖
人
」
が
登
場
す
る
。

「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

次
の

　
　
・
天
の
始
む
る
所
を
知
り
、
地
の
理
を
察
す
。
聖
人
は
天
地
の
紀
を
塵
論
（
彌

　
　
　
論
）
す
。
（
1
4
）

　
　
・
聖
人
は
始
め
を
為
さ
ず
、
已
を
専
ら
に
せ
ず
、
予
め
謀
ら
ず
、
得
る
こ
と
を

　
　
　
為
さ
ず
、
福
を
辞
さ
ず
、
天
の
則
に
因
る
。
（
6
）

　
第
1
4
節
で
は
、
聖
人
は
「
天
地
の
紀
を
塵
論
（
彌
論
）
す
」
る
と
抽
象
的
に
説
か

れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
第
6
節
で
は
や
や
具
体
的
に
聖
人
の
行
為
が
記
さ
れ
る
。
即

ち
、
聖
人
は
「
始
め
を
為
さ
ず
、
已
を
専
ら
に
せ
ず
、
予
め
謀
ら
ず
、
得
る
（
む
さ

ぼ
る
）
こ
と
を
為
さ
ず
」
の
如
く
、
常
に
控
え
目
に
し
て
独
断
専
行
を
し
な
い
。
し

か
し
何
時
い
か
な
る
時
に
も
静
止
・
後
退
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
一
方
で
は
「
福

を
辞
さ
」
な
い
と
い
う
積
極
性
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
両
面
的
性

格
を
同
時
に
備
え
実
践
す
る
こ
と
が
、
「
天
の
則
に
因
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説
か
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
一
般
の
人
問
を
『
称
』
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
在
り
方

を
そ
の
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
章
の
考
察
に
よ
り
、
天
は
先
ず
自
然
の
理
法
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
が
、
人
も

先
ず
そ
う
し
た
天
の
在
り
方
に
順
応
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。

　
　
・
日
は
明
を
為
し
、
月
は
晦
を
為
す
。
昏
く
し
て
休
み
、
明
る
く
し
て
起
き
る
。

　
　
　
天
極
を
失
う
母
か
れ
。
数
を
厩
（
究
）
む
れ
ば
、
而
し
て
止
む
。
（
3
0
）

　
こ
こ
で
は
、
日
月
の
明
暗
に
対
応
し
た
「
昏
し
て
休
み
、
明
る
く
し
て
起
き
る
」

と
い
う
生
活
が
説
か
れ
、
明
暗
交
代
の
極
み
「
天
極
」
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言

う
。
ま
た
、
「
天
極
」
を
失
わ
な
い
よ
う
努
め
る
と
同
時
に
、
一
た
び
天
数
を
究
め
た

な
ら
ば
、
後
は
こ
と
さ
ら
な
作
為
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
と
も
述
べ
る
。

　
そ
し
て
、
も
し
そ
う
し
た
天
の
時
に
逆
ら
え
ば
、
人
は
生
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
、

と
次
の
如
く
警
告
す
る
。
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

　
　
・
寒
き
時
に
独
り
暑
く
、
暑
ぎ
時
に
独
り
寒
き
は
、
其
の
生
危
し
。
其
の
逆
を

　
　
　
以
て
す
れ
ば
な
り
。
（
4
9
）

　
次
に
、
明
暗
⑧
寒
暑
と
い
う
自
然
の
時
を
、
や
や
抽
象
化
し
た
「
天
」
「
天
時
」
に

対
応
す
る
人
事
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
一
時
若
し
行
う
可
、
－
、
ん
ば
、
亟
か
に
応
じ
て
言
う
勿
か
れ
、
時
若
し
未
だ
可
な

　
　
　
ら
ず
ん
ば
、
其
の
門
を
塗
り
、
其
の
端
を
見
わ
す
母
か
れ
。
（
1
6
）

　
こ
の
第
1
6
節
で
は
、
天
の
時
を
、
「
行
う
可
」
き
時
と
「
未
だ
可
な
ら
」
ざ
る
時
と

に
二
分
し
た
上
で
、
各
々
そ
の
時
へ
の
対
処
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
後
半

部
分
の
「
未
だ
可
な
ら
」
ざ
る
時
に
は
、
認
識
器
官
か
ら
流
入
す
る
欲
望
を
絶
ち
、

そ
う
し
た
欲
望
の
端
緒
す
ら
言
動
に
現
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
前
半
部

分
の
「
行
う
可
」
き
時
に
は
「
亟
か
に
応
じ
て
」
、
あ
れ
こ
れ
議
論
し
薦
踏
し
て
は
な

ら
な
い
と
説
く
。
こ
の
前
半
部
分
は
、
先
述
の
天
の
両
面
性
、
あ
る
い
は
聖
人
の
積

極
性
と
も
共
通
し
、
『
称
』
全
体
を
貫
く
最
大
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
、
こ
れ
に
類
似
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　
一
時
極
未
だ
至
ら
ず
ん
ば
、
徳
に
隠
れ
、
既
に
其
の
極
を
得
れ
ば
、
其
の
徳
を

　
　
　
遠
く
し
、
［
］
を
残
す
る
に
力
を
以
て
す
。
既
に
そ
の
功
を
成
せ
ば
、
還
っ

　
　
　
て
其
の
従
に
復
す
。
人
能
く
代
わ
る
も
の
莫
し
。
（
2
0
）

　
　
．
天
に
先
ん
じ
て
成
す
母
か
れ
、
時
に
非
ず
し
て
栄
ゆ
る
母
か
れ
。
天
に
先
ん

　
　
　
じ
て
成
せ
ば
則
ち
段
れ
、
時
に
非
ず
し
て
栄
ん
な
れ
ば
則
ち
果
た
さ
ず
。
（
2
9
）

　
第
2
0
節
は
、
前
記
の
第
1
6
節
と
同
様
、
「
時
極
未
だ
至
ら
」
ざ
る
時
に
は
「
徳
に
隠

れ
」
、
ま
た
「
既
に
そ
の
極
を
得
」
た
後
は
、
何
時
ま
で
も
そ
の
利
に
執
着
す
る
こ
と

な
く
「
其
の
徳
を
遠
く
す
」
る
と
い
う
行
為
を
理
想
と
す
る
。
ま
た
第
2
9
節
は
、
「
天

に
先
ん
じ
て
成
す
母
か
れ
、
時
に
非
ず
し
て
栄
ゆ
る
母
か
れ
」
と
、
天
時
に
先
行
あ

る
い
は
天
時
を
逸
脱
す
る
行
為
を
否
定
し
、
「
成
」
「
栄
」
も
、
天
時
に
因
循
し
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
結
局
「
段
れ
」
「
果
た
さ
」
な
い
と
警
告
す
る
。
天
の
変
化
に
従
う

　
　
　
　
　
は
じ
め

こ
と
な
く
「
首
に
変
ず
る
者
は
凶
」
（
4
）
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
前
記
の
人
格
神
的
性
格
を
持
つ
天
と
人
と
の
関
わ
り
は
、
次
の
如
ノ
＼
人

の
側
が
天
の
在
り
方
を
逸
脱
し
た
場
合
に
、
天
が
人
に
罰
を
下
す
と
い
う
相
関
関
係

と
し
て
示
さ
れ
る
。

　
　
・
宮
室
度
を
過
ぐ
る
は
、
上
帝
の
悪
む
所
な
り
。
為
す
者
は
居
ら
ず
、
居
る
と

　
　
　
購
も
必
ず
路
す
。
（
2
7
）

　
　
一
天
は
寒
暑
を
制
し
、
地
は
高
下
を
制
し
、
人
は
取
予
を
制
す
。
取
予
当
た
れ

　
　
　
ば
、
立
ち
て
［
］
王
為
り
。
取
予
当
た
ら
ず
ん
ば
、
流
れ
之
き
て
死
亡
す
。

　
　
　
天
に
環
（
還
）
刑
有
り
、
反
っ
て
其
の
殊
を
受
く
。
（
1
7
一

　
　
一
其
の
天
を
失
う
者
は
死
し
、
其
の
主
を
欺
く
者
は
死
し
（
殆
く
）
、
其
の
上
に

　
　
　
敵
す
る
者
は
危
う
し
。
（
7
）

　
「
上
帝
の
悪
む
」
「
度
を
過
」
ぎ
る
行
為
を
自
ら
「
為
す
者
」
は
生
命
の
危
機
に
晒

さ
れ
、
仮
に
死
を
免
れ
た
と
し
て
も
路
頭
に
迷
う
こ
と
と
な
る
（
2
7
）
。
ま
た
、
人
の

「
取
予
」
が
天
に
適
っ
て
い
れ
ば
「
王
為
り
」
得
る
が
、
も
し
天
を
逸
脱
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
「
流
れ
之
き
て
死
亡
す
」
る
こ
と
と
な
る
（
1
7
）
。
人
は
、
そ
の
上
位
者

に
匹
敵
し
よ
う
と
す
れ
ば
「
危
」
く
、
そ
の
君
主
1
を
欺
こ
う
と
す
れ
ば
「
殆
」
く
、

そ
し
て
「
其
の
天
を
失
う
者
は
死
」
亡
す
る
の
で
あ
る
（
7
）
。

　
以
上
、
天
と
人
と
の
基
本
的
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
天
は
寒
暑
・
明
暗

と
い
う
自
然
の
運
行
・
変
化
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
抽
象
化
し
た
「
時
」
と
し

て
人
の
前
に
現
れ
る
。
聖
人
は
こ
の
自
然
の
理
法
を
正
し
く
理
解
し
、
世
界
に
体
現

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
は
し
ば
し
ば
そ
れ
を
逸
脱
し
、
独
断
専
行
す
る
。
そ
の

時
、
人
は
天
の
「
刑
」
「
殊
」
を
受
け
、
生
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ

れ
が
、
『
称
』
に
見
ら
れ
る
天
と
人
と
の
基
本
的
関
係
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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以
下
で
は
、
こ
の
考
察
結
果
を
検
証
し
補
綴
す
る
た
め
に
、
政
治
一
軍
事
等
、

り
具
体
的
な
場
面
に
於
け
る
『
称
』
の
主
張
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
政
治
⑧
軍
事

よ

　
先
ず
、
第
2
節
に
は
、
国
家
の
三
つ
の
統
治
原
理
が
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

　
　
・
［
私
を
］
環
一
営
）
ら
し
て
威
を
傷
な
い
、
欲
を
弛
に
し
て
法
を
傷
な
い
、

　
　
　
し
た
が

　
　
　
晴
う
元
く
し
て
遺
を
傷
な
う
。
数
し
ば
三
を
挙
ぐ
る
者
は
、
身
能
く
保
た
ざ

　
　
　
る
有
り
。
何
ぞ
国
も
て
能
く
守
ら
ん
。
（
2
）

　
こ
こ
で
は
、
「
威
」
「
法
」
「
道
」
の
三
者
が
鼎
立
の
関
係
と
し
て
示
さ
れ
、
各
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

私
－
威
、
欲
－
法
、
元
晴
－
道
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
道
」
は
万

物
・
人
問
を
含
む
世
界
全
体
の
正
し
い
在
り
方
で
は
な
く
、
「
威
」
「
法
」
と
鼎
立
の

関
係
に
あ
る
、
主
と
し
て
人
問
世
界
（
政
治
世
界
）
の
正
し
い
在
り
方
を
意
味
し
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
「
威
」
や
「
法
」
も
、
単
独
で
国
家
の
統
治
原
理
と
な
る

の
で
は
な
く
、
各
々
異
な
る
役
割
を
持
ち
、
統
治
原
理
を
分
担
し
つ
つ
鼎
立
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
先
の
「
天
」
の
在
り
方
の
中
に
寒
暑
・
明
暗
・
可

不
可
と
い
う
複
数
の
要
素
を
認
め
、
そ
の
交
代
変
化
を
尊
重
し
て
い
た
点
に
類
似
す

る
。
ま
た
、
「
数
し
ば
三
を
挙
ぐ
る
者
は
、
身
能
く
保
た
ざ
る
有
り
。
何
ぞ
国
も
て
能

く
守
ら
ん
」
と
の
警
告
は
、
こ
の
主
張
が
、
戦
国
諸
国
を
前
提
と
し
、
君
主
自
「
身
」

と
「
国
」
家
全
体
の
存
亡
を
憂
え
、
主
と
し
て
為
政
者
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
類
似
す
る
主
張
が
、
第
5
節
に
も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
の
つ
と

　
　
一
儀
有
り
て
儀
れ
ば
則
ち
過
た
ず
、
表
を
侍
み
て
望
め
ば
則
ち
惑
わ
ず
、
法
を

　
　
　
案
じ
て
治
む
れ
ば
則
ち
乱
れ
ず
。
（
5
）

　
先
の
第
2
節
で
は
、
a
と
い
う
愚
か
な
行
為
が
A
と
い
う
重
要
な
原
理
を
犯
す
と

「
称
」
の
思
想
一
湯
浅
一

い
う
形
で
、
「
威
」
「
法
」
「
道
」
の
三
者
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
よ
り
明
確
に
、
「
儀
」
「
表
」
「
法
」
三
者
の
確
立
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
内
、
方
位
・
高
低
・
距
離
等
の
基
準
を
示
す
「
儀
」
「
表
」
は
儒
家
・
墨
家
等
、
他

思
想
に
於
て
も
見
ら
れ
る
が
、
『
称
』
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
と
「
法
」
と
が
鼎
立
の
関

係
に
あ
る
の
が
特
色
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
第
5
節
も
、
「
法
を
案
じ
て
治
む
れ
ば

則
ち
乱
れ
ず
」
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
第
2
節
同
様
、
主
と
し
て
為
政
者
に
向
け
た

言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
、
次
の
第
3
節
は
、
統
治
原
理
の
両
面
性
を
よ
り
明
確
に
説
い
て
い
る
。

　
　
・
奇
（
と
い
う
状
況
一
な
れ
ば
奇
一
の
道
、
在
り
方
）
に
従
い
、
正
は
正
に
従

　
　
　
う
。
奇
と
正
と
恒
に
廷
（
位
）
を
同
じ
う
せ
ず
。
（
3
）

　
「
奇
」
「
正
」
は
、
主
と
し
て
『
孫
子
』
．
等
の
兵
学
思
想
に
見
ら
れ
る
重
要
な
概
念

で
あ
り
、
こ
の
部
分
と
兵
学
思
想
と
の
関
係
を
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
但

し
、
こ
こ
で
説
か
れ
る
の
は
、
「
奇
な
れ
ば
奇
に
従
い
、
正
は
正
に
従
」
え
と
い
う
天

時
と
人
事
と
の
的
確
な
対
応
で
あ
り
、
ま
た
「
奇
と
正
と
恒
に
廷
（
位
）
を
同
じ
う

せ
ず
」
と
い
う
「
奇
」
と
「
正
」
の
明
確
な
役
割
分
担
で
あ
る
。
兵
学
思
想
に
於
け

る
奇
正
は
、
定
石
で
あ
る
「
正
」
（
攻
法
）
と
非
常
の
場
合
の
「
奇
」
策
・
奇
襲
を
意

味
す
る
。
も
っ
と
も
、
「
奇
正
の
相
生
ず
る
こ
と
、
循
環
の
端
無
き
が
如
し
。
執
か
能

く
之
を
窮
め
ん
や
」
（
『
孫
子
』
勢
篇
）
の
如
く
、
奇
正
両
者
の
使
い
分
け
・
柔
軟
な

変
化
が
重
要
で
あ
る
と
説
か
れ
る
が
、
「
凡
そ
戦
い
は
、
正
を
以
て
合
い
、
奇
を
以
て

勝
つ
」
（
同
）
、
「
故
に
正
兵
は
先
を
貴
び
、
奇
兵
は
後
を
貴
ぶ
」
（
『
尉
糠
子
』
勒
卒
令

篇
）
、
「
善
く
敵
を
御
す
る
者
は
、
正
兵
先
ず
合
し
て
、
而
る
後
に
之
を
掘
す
。
此
れ

必
勝
の
道
な
り
」
（
同
、
兵
令
上
篇
）
の
如
く
、
や
は
り
「
正
」
攻
法
が
本
道
と
さ
れ

る
。
即
ち
、
時
問
的
に
は
、
「
奇
」
よ
り
「
正
」
が
優
先
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
は
、
「
奇
」
「
正
」
の
価
値
的
優
劣
や
時
間
的
な
前
後
関
係
は
間
わ
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

れ
て
い
な
い
。
天
の
「
奇
」
「
正
」
に
、
人
事
の
「
奇
」
「
正
」
を
う
ま
く
対
応
さ
せ

よ
、
と
い
う
の
が
主
張
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
称
』
は
、
政
治
世
界
に
つ
い
て
も
、
天
の
在
り
方
同
様
、
二
つ
或

い
は
三
つ
の
原
理
の
並
存
一
鼎
立
を
認
め
、
役
割
を
異
に
す
る
そ
れ
ら
の
原
理
を
時

機
に
応
じ
て
使
い
分
け
よ
と
説
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
「
法
」
が
含
ま
れ

て
い
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
確
か
に
、
こ
の
「
法
」
は
、
商
鞍
・
韓
非
子
の
説
く

よ
う
な
、
唯
一
絶
対
の
実
定
法
で
は
な
い
。
飽
く
ま
で
、
他
の
原
理
と
並
存
し
、
ま

た
、
「
善
く
国
を
為
む
る
者
は
、
大
（
太
）
上
は
刑
元
ノ
＼
其
の
［
次
は
…
…
、
其
の
u

下
は
闘
に
果
（
決
）
し
訟
に
果
（
決
）
す
。
大
（
太
）
下
は
闘
わ
ず
訟
わ
ず
有
（
又
）

吹
果
（
決
）
せ
ず
。
□
］
大
（
太
）
上
は
［
］
に
争
い
、
其
の
次
は
明
に
争
い
、

其
の
下
は
患
禍
を
救
（
救
）
う
」
（
4
8
）
の
如
く
、
「
太
上
」
の
治
世
に
於
て
は
無
用

と
説
か
れ
る
場
合
す
ら
あ
る
法
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
統
治
原
理
の
中
に
確
か
に
「
法
」

を
含
む
点
は
、
以
下
の
君
主
論
や
臣
下
論
、
お
よ
び
軍
事
思
想
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
『
称
』
に
於
け
る
君
臣
関
係
、
君
主
論
・
臣
下
論
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
一
天
子
の
地
方
千
里
、
諸
侯
百
里
、
之
を
朕
合
一
彌
縫
）
す
る
所
以
な
り
。
故

　
　
　
に
天
子
に
立
つ
者
は
、
諸
侯
を
し
て
疑
わ
（
擬
せ
）
使
め
ず
、
正
嫡
に
立
つ

　
　
　
者
は
、
庶
藍
を
し
て
疑
わ
（
擬
せ
）
便
め
ず
、
正
妻
に
立
つ
者
は
、
稗
（
壁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

　
　
　
妾
を
し
て
疑
わ
（
擬
せ
）
使
め
ず
。
疑
わ
（
擬
す
れ
）
ば
相
傷
な
い
、
雑
わ

　
　
　
れ
ば
相
方
（
妨
）
ぐ
。
（
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
の
一
節
は
、
『
慎
子
』
徳
立
篇
、
『
韓
非
子
』
説
疑
篇
に
も
類
似
す
る
一
文
が
見

ら
れ
、
そ
の
趣
旨
は
、
上
に
立
つ
者
の
地
位
・
権
威
の
確
立
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

天
子
・
正
嫡
・
正
妻
の
三
者
に
つ
い
て
説
か
れ
、
天
子
は
諸
侯
に
、
正
嫡
は
庶
子
に
、

正
妻
は
要
妾
に
、
己
の
地
位
・
権
威
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
か
せ
な
い
（
疑
）
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぞ
ら

は
、
下
の
者
に
自
已
の
地
位
を
擬
え
さ
せ
な
い
一
擬
）
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
説
か

れ
る
。
『
慎
子
』
等
に
類
似
の
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
法
家
思
想

に
於
け
る
君
主
論
を
荷
佛
と
さ
せ
る
主
張
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
称
』
に
於
て
は
、
『
韓
非
子
』
等
と
全
く
同
様
な
、
絶
対
的
権

威
を
持
つ
君
主
像
が
描
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
『
称
』
に
於
け
る
君
主
は
、
以
下

の
よ
う
な
臣
下
と
相
倹
つ
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
・
帝
者
の
臣
、
名
は
臣
な
る
も
其
の
実
は
師
な
り
。
王
者
の
臣
、
名
は
臣
な
る

　
　
　
も
其
の
実
は
友
な
り
。
霜
者
の
臣
、
名
は
臣
な
る
も
其
の
実
は
賓
な
り
。
危

　
　
　
者
の
臣
、
名
は
臣
な
る
も
其
の
実
は
庸
な
り
。
亡
者
の
臣
、
名
は
臣
な
る
も

　
　
　
其
の
実
は
虜
な
り
。
一
9
一

　
こ
の
第
9
節
は
、
先
秦
か
ら
漢
代
の
文
献
に
於
て
頻
出
す
る
帝
・
王
③
霜
・
危
・

亡
の
ラ
ン
ク
付
け
に
基
づ
き
、
各
々
の
臣
下
の
在
り
方
を
説
く
。
最
下
位
の
「
亡
者

の
臣
」
が
「
名
は
臣
な
る
も
其
の
実
は
虜
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
上
位
の
「
帝
者

の
臣
」
は
「
名
は
臣
な
る
も
其
の
実
は
師
」
で
あ
る
と
言
う
。
一
見
右
の
君
主
論
と

噛
み
合
わ
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
権
威
・
地
位
の
上
下
関
係
が
説
か

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
丁
度
、
儒
家
思
想
に
於
て
、
君
主
の
地
位
は
尊
重
さ
れ
つ

つ
賢
者
が
尚
ば
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
も
一
つ
の
尚
賢
論
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
儒
家
の
尚
賢
論
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
『
称
』
に
於
て

は
こ
の
ラ
ン
ク
の
内
、
帝
・
王
一
霜
の
臣
下
ま
で
は
「
師
一
友
・
賓
」
と
認
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
危
・
亡
の
臣
下
は
「
庸
・
虜
」
と
明
ら
か
に
否
定
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、
『
孟
子
』
の
如
く
王
者
の
み
を
絶
賛
し
て
霜
者
以
下
を
激
し
く
批
判
し

て
い
る
の
で
も
な
く
、
各
々
の
ラ
ン
ク
の
間
に
決
定
的
な
壁
を
設
定
し
て
い
る
訳
で

も
な
い
。

　
こ
う
し
た
尚
賢
論
は
、
次
の
第
4
6
節
に
も
存
在
す
る
。
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・
輔
佐
の
助
け
を
用
い
ず
、
聖
慧
の
慮
り
を
聴
か
ず
、
而
し
て
其
の
城
郭
の
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

　
　
　
き
を
侍
（
侍
）
み
、
そ
の
勇
力
の
御
を
帖
む
は
、
是
れ
を
身
薄
（
迫
）
と
謂

　
　
　
う
。
身
薄
（
迫
）
な
れ
ば
則
ち
貸
（
殆
）
し
。
以
て
守
れ
ば
固
か
ら
ず
、
以

　
　
　
て
単
（
戦
）
え
ば
克
た
ず
。
（
4
6
）

　
こ
こ
で
は
特
に
軍
事
に
於
け
る
「
輔
佐
の
助
」
「
聖
慧
の
慮
」
の
重
要
性
が
説
か
れ

て
い
る
。
即
ち
、
「
城
郭
の
固
き
」
や
「
勇
力
の
御
」
の
み
に
頼
る
の
を
「
身
薄
」
の

君
主
と
定
義
し
、
「
以
て
守
れ
ば
固
か
ら
ず
、
以
て
軍
（
戦
）
え
ば
克
た
ず
」
と
警
告

す
る
。

　
ま
た
、
次
の
第
u
節
も
、
地
位
の
上
下
関
係
と
は
別
に
、
臣
下
の
自
主
的
営
為
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
。

　
　
・
禄
を
受
け
ざ
る
者
は
、
天
子
臣
と
せ
ず
。
禄
薄
き
者
は
、
与
に
難
を
犯
さ
ず
。

　
　
　
故
に
人
の
自
ら
為
す
を
以
て
し
、
［
而
し
て
人
の
我
の
為
に
す
る
を
以
て
せ
ざ

　
　
　
る
な
り
］
。
（
u
）

　
こ
こ
で
は
、
無
給
で
働
く
者
は
天
子
の
臣
下
と
な
り
得
ず
、
薄
給
で
働
く
者
は
困

難
な
事
業
を
共
に
で
き
な
い
と
否
定
さ
れ
て
い
る
。
報
酬
を
期
待
し
な
い
善
行
は
確

か
に
美
し
い
が
、
官
僚
組
織
の
中
に
於
て
は
、
そ
れ
が
時
に
越
権
行
為
と
化
し
、
職

分
の
侵
犯
、
指
揮
命
令
系
統
の
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

俸
給
に
応
じ
た
職
分
を
守
り
つ
つ
自
主
的
積
極
的
に
働
く
臣
下
が
貴
重
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
人
の
自
ら
為
す
を
以
て
し
」
と
は
、
決
し
て
臣
下
の
独
断
専

行
⑧
越
権
行
為
を
容
認
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
君
主
の
地
位
は
絶
大
で

あ
り
、
臣
下
は
各
々
の
職
分
内
に
於
け
る
自
主
性
⑤
積
極
性
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
ひ
と
た
び
臣
下
が
権
威
の
構
造
を
犯
し
そ
う
に
な
れ
ば
、
直
ち
に
厳
し

く
糾
弾
さ
れ
、
君
主
権
力
や
国
家
秩
序
の
重
要
性
が
改
め
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な

「
称
」
の
思
想
一
湯
浅
）

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず
か

　
　
・
臣
に
両
位
有
る
者
は
、
其
の
国
必
ず
危
し
。
国
若
し
危
か
ら
ざ
る
は
、
君
央

　
　
　
に
（
猶
お
）
存
れ
ば
な
り
。
君
を
失
え
ば
必
ず
危
し
。
君
を
失
い
て
危
か
ら

　
　
　
ざ
る
は
、
臣
故
よ
り
差
あ
れ
ば
な
り
。
子
に
両
位
有
る
者
は
、
家
必
ず
乱
る
。

　
　
　
家
若
し
乱
れ
ざ
る
は
、
親
央
に
存
れ
ば
な
り
。
［
親
を
失
え
ば
必
ず
］
危
し
（
乱

　
　
　
る
）
。
親
を
失
い
て
乱
れ
ざ
る
は
、
子
故
よ
り
差
あ
れ
ば
な
り
。
（
4
5
）

　
序
列
を
乱
す
臣
下
の
行
為
は
君
主
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
。
君
主
亡
き
後
の
国
家

が
混
乱
し
な
い
の
は
臣
下
の
序
列
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
説
く
。

　
か
く
の
如
く
、
『
称
』
に
於
け
る
君
臣
関
係
の
基
礎
は
、
君
主
の
権
威
の
絶
対
化
で

あ
り
、
国
家
秩
序
の
明
確
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
先
に
検
討
し
た
政
治
世
界
に

於
け
る
原
理
の
中
に
「
法
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
但
し
、

そ
の
基
本
的
関
係
の
中
に
あ
っ
て
も
な
お
、
臣
下
の
賢
智
や
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て

い
た
点
は
、
『
称
』
の
政
治
論
の
特
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
次
の
第
1
2
章
は
、
臣
下
の
立
場
か
ら
出
仕
の
際
の
留
意
点
を
述
べ
た
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
・
盛
盈
の
国
に
仕
え
ず
、
子
を
盛
盈
の
国
に
嫁
が
せ
ず
、
［
　
　
］
易
の
□
人
］

　
　
　
を
友
と
せ
ず
。
（
1
2
）

　
「
仕
え
」
「
嫁
が
せ
」
る
の
に
良
い
と
思
わ
れ
る
「
盛
盈
の
国
」
が
否
定
さ
れ
て
い

る
の
は
一
見
不
可
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
前
々
章
に
於
て
確
認
し
た
「
天
」
の
性

格
を
前
提
と
す
れ
ば
、
自
ず
と
導
き
出
せ
る
主
張
で
あ
る
。
即
ち
、
天
は
盛
衰
二
っ

の
要
素
を
併
せ
持
ち
、
交
互
に
周
期
的
に
変
化
し
て
い
る
。
終
わ
り
な
き
栄
華
も
な

け
れ
ば
、
果
て
し
な
い
苦
境
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
盛
ん
で
盈
ち
て
い
る
状
態
は
既

に
衰
退
③
減
少
の
始
ま
り
で
あ
り
、
自
ら
「
仕
え
」
、
子
を
「
嫁
が
せ
」
る
と
い
う
将

来
に
関
わ
る
行
為
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

こ
の
臣
下
論
も
ま
た
、
『
称
』
に
於
け
る
天
の
性
格
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
第
三
に
、
軍
事
に
つ
い
て
の
『
称
』
の
見
解
を
取
り
上
げ
る
。
『
称
』
に
於
て
は
、

軍
事
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
思
索
が
見
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
戦
国
の
世
相
を
反

映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
主
張
が
次
の
如
く
存
在
す
る
。

　
　
・
諸
侯
仇
に
報
い
ず
、
恥
を
修
め
ざ
れ
ば
、
唯
だ
在
る
所
に
［
U
。
一
2
1
）

　
　
⑧
両
虎
相
争
い
、
奴
（
鷲
）
犬
其
の
余
を
制
す
。
（
4
7
）

　
　
・
強
け
れ
ば
則
ち
令
し
、
弱
け
れ
ば
則
ち
聴
き
、
敵
す
れ
ば
則
ち
縄
に
循
い
て

　
　
　
争
う
。
一
3
1
）

第
2
1
節
に
は
欠
文
も
あ
っ
て
断
定
は
出
来
な
い
が
、
「
諸
侯
」
が
「
仇
に
報
い
」
「
恥

を
修
め
」
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
第
4
7
節
に
は
、
三
か
国
以

上
の
戦
争
・
策
略
を
前
提
に
し
て
い
る
一
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
3
1
節
で
も
、

あ
く
ま
で
「
縄
に
循
」
う
こ
と
を
条
件
と
し
な
が
ら
も
、
「
争
う
」
こ
と
を
肯
定
し
て

い
る
。
但
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
強
」
「
弱
」
「
（
匹
）
敵
」
の
認
識
が
必
要
で
あ

り
、
自
国
が
他
国
よ
り
も
「
強
け
れ
ば
則
ち
令
し
」
、
逆
に
「
弱
け
れ
ば
則
ち
聴
」
け

と
、
「
争
う
」
こ
と
に
一
定
の
制
約
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
類
似
す
る
見
解

が
、
次
の
第
2
4
⑧
4
2
節
に
も
見
え
る
。

　
　
・
利
は
兼
ね
ず
、
賞
は
倍
せ
ず
。
角
を
戴
く
者
は
上
歯
元
し
。
正
名
を
提
げ
て

　
　
　
以
て
伐
ち
、
欲
す
る
所
を
得
て
止
む
。
（
2
4
）

　
　
・
諸
侯
乱
有
り
て
、
乱
を
正
す
者
其
の
理
を
失
え
ば
、
乱
国
反
っ
て
行
う
。
其

　
　
　
の
時
未
だ
能
く
せ
ざ
れ
ば
、
其
の
子
孫
に
至
り
て
必
ず
行
う
。
故
に
日
く
、

　
　
　
人
を
制
す
る
も
而
し
て
其
の
理
を
失
え
ば
、
反
っ
て
制
せ
ら
る
。
（
4
2
）

　
第
2
4
節
で
も
、
「
正
名
を
提
げ
て
以
て
伐
」
つ
こ
と
自
体
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
同
時
に
、
そ
も
そ
も
「
利
は
兼
ね
ず
、
賞
は
倍
せ
」
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
討

伐
に
よ
っ
て
「
欲
す
る
所
を
得
」
た
な
ら
ば
「
止
む
」
と
、
そ
の
極
限
を
越
え
る
こ

と
が
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
4
2
節
で
も
、
諸
侯
に
乱
が
あ
っ
た
場
合
、
「
乱
を

正
」
し
「
人
を
制
す
る
」
こ
と
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
に
は
「
理
」

が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
其
の
理
を
失
え
ば
」
混
乱
は
更
に
増
し
、
あ
る
い
は
「
反
っ

て
制
せ
ら
る
」
と
い
う
逆
の
結
果
に
陥
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
か
く
の
如
く
、
軍
事
に
対
す
る
『
称
』
の
態
度
は
、
単
な
る
戦
争
肯
定
で
も
否
定

で
も
な
く
、
次
の
第
1
3
節
の
「
已
む
を
得
ず
し
て
」
「
行
う
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ

れ
て
行
く
。

　
　
・
［
　
　
］
慨
兵
を
執
ら
ず
、
用
兵
を
執
ら
ず
。
兵
な
る
者
は
已
む
を
得
ず
し

　
　
　
て
行
う
。
（
1
3
）

　
こ
の
「
已
む
を
得
ず
し
て
行
う
」
と
い
う
立
場
は
、
『
孫
子
』
に
も
見
ら
れ
る
中
国

古
代
兵
学
思
想
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
と
も
言
え
、
ま
た
、
白
巾
書
『
老
子
』
に
も
「
故

に
兵
は
君
子
の
器
に
非
ず
。
兵
は
不
祥
の
器
な
り
。
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
用
う
れ

ば
、
鈷
襲
一
悟
惰
一
を
上
と
為
し
、
美
と
す
る
勿
か
れ
」
（
道
経
、
現
行
本
第
3
1
章
一

と
見
え
る
学
派
を
越
え
た
共
通
の
立
場
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
軍

事
に
関
す
る
前
記
の
諸
資
料
は
、
「
已
む
を
得
ず
」
と
判
断
し
た
後
の
軍
事
行
動
の
積

極
性
を
か
な
り
強
く
説
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
確
認
し
た
『
称
』

に
於
け
る
天
と
人
と
の
関
係
、
即
ち
天
の
「
可
」
な
る
時
に
は
人
は
そ
れ
に
即
応
し

て
積
極
的
行
動
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
福
を
辞
退
し
て
は
な
ら
な
い
、
但
し
天

の
在
り
方
を
無
視
し
た
独
断
専
行
は
逆
に
天
の
災
い
を
受
け
る
、
と
い
う
関
係
を
軍

事
の
世
界
に
も
そ
の
ま
ま
適
応
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
四
に
、
『
称
』
に
於
け
る
『
老
子
』
的
処
世
訓
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
先
述

の
通
り
、
『
称
』
と
『
老
子
』
と
の
問
に
は
、
天
の
在
り
方
、
天
と
人
と
の
関
係
、
道

の
定
義
、
法
の
存
在
、
軍
事
の
積
極
性
容
認
な
ど
、
重
要
な
相
違
点
も
見
ら
れ
た
。
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し
か
し
一
方
で
は
、
両
者
と
も
、
各
節
を
独
立
さ
せ
て
味
読
し
、
様
々
な
教
訓
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
『
称
』
は
、
基
本
的
に
は
為
政
者
④
君
主
に
向
け

て
の
言
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
同
時
に
、
以
下
の
如
く
、
読
者
対
象
を

特
に
君
主
に
限
定
し
な
い
節
も
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

　
　
・
卑
し
く
し
て
正
し
き
者
は
増
し
、
高
く
し
て
俺
む
者
は
崩
る
。
（
3
4
）

　
　
・
実
穀
は
華
さ
か
ず
、
至
言
は
飾
ら
ず
、
至
楽
は
笑
わ
ず
。
華
の
属
は
必
ず
核

　
　
　
有
り
、
核
中
に
必
ず
意
有
り
。
一
2
5
一

　
第
3
4
節
は
、
「
卑
し
く
し
て
正
し
き
者
」
は
「
増
」
す
と
い
う
逆
説
的
な
論
法
で
あ

り
、
『
老
子
』
の
思
想
に
類
似
す
る
。
ま
た
、
第
2
5
節
も
、
内
実
と
外
見
が
実
は
逆
の

関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
そ
の
他
、
「
自
ら
光
る
（
広
が
る
）
者
は
人
之
を
絶
ち
、
［
　
］
人
者
は
其
の
生

く
る
や
危
く
、
其
の
死
す
る
や
辱
め
ら
る
。
居
り
て
凶
（
自
ら
為
す
一
を
犯
さ
ず
、

困
り
て
時
を
択
ば
ず
」
（
1
0
）
の
如
く
「
自
光
（
広
）
」
を
戒
め
、
「
天
下
に
参
（
三
）

　
　
　
　
い
か

死
有
り
。
盆
り
て
力
を
量
ら
ざ
れ
ば
死
し
、
書
一
嗜
一
欲
窮
ま
り
元
け
れ
ば
死
し
、

寡
く
し
て
衆
き
を
辞
（
避
）
け
ざ
れ
ば
死
す
」
（
3
6
）
と
、
「
三
死
」
を
定
義
し
た
上

で
、
自
已
の
力
量
を
顧
み
な
い
言
動
や
限
り
な
い
欲
望
が
そ
の
死
に
つ
な
が
る
と
警

告
し
、
「
内
事
和
せ
ず
ん
ば
、
外
を
言
う
を
得
ず
、
細
事
察
せ
ず
ん
ば
、
大
を
言
う
を

得
ず
」
（
2
3
）
と
、
「
外
」
「
大
」
よ
り
も
先
ず
「
内
」
や
「
細
」
を
尊
重
す
る
点
な
ど
、

『
老
子
』
の
言
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
に
し
て
も
、
『
老
子
』
の
思
想
と
の
類
似
性
を
窺

わ
せ
る
。

　
基
本
的
に
は
、
為
政
者
に
対
す
る
現
実
的
な
政
治
思
想
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
う
し

た
要
素
を
も
含
む
点
が
、
そ
の
構
成
と
も
相
侯
っ
て
、
『
称
』
の
独
自
性
を
形
成
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。「

称
」
の
思
想
一
湯
浅
一

四
、

称

　
以
上
、
三
章
に
亙
り
、
『
称
』
に
於
け
る
「
天
」
と
「
人
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
き
た
。
『
称
』
に
於
け
る
天
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
性
格
に
大
別
さ
れ
、
更
に
、
集

約
す
れ
ば
、
常
に
変
化
推
移
す
る
自
然
の
理
法
と
し
て
の
天
と
人
格
神
的
天
と
の
二

重
構
造
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
人
は
陰
陽
四
時
な
ど
の
天
の
変
化

推
移
に
即
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
天
を
無
視
し
た
独
断
専
行
、
或
い
は
藤
踏
静
止

等
の
愚
行
に
対
し
て
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
天
の
災
禍
が
下
る
、
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
天
と
人
と
の
基
本
的
関
係
は
、
政
治
論
・
軍
事
論
な
ど
個
々
の

議
論
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
て
お
り
、
『
老
子
』
と
の
重
要
な
相
違
点
に
も
な

っ
て
い
た
。

　
続
い
て
本
章
で
は
、
そ
の
書
名
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
称
」
概
念
に
注
目
し
て
、

『
称
』
全
体
の
思
想
的
特
質
と
そ
の
書
名
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

　
全
五
十
二
節
中
、
「
称
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
『
称
』
全
体
の
思
想
的
特
質
や

書
名
の
由
来
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
次
の
第
5
1
節
で
あ
る
。

　
　
一
〔
　
　
　
　
〕
前
〔
〕
を
以
て
反
を
知
る
。
故
に
今
の
曲
直
を
観
る
に
、

　
　
　
そ
の
名
を
審
か
に
し
て
称
を
以
て
之
を
断
ず
。
（
5
1
）

　
こ
こ
で
は
、
「
今
の
曲
直
を
観
る
」
場
合
に
、
①
「
そ
』
の
名
を
審
か
に
し
」
、
②
「
称

を
以
て
之
を
断
ず
」
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
連
続
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、

①
の
「
そ
の
名
を
審
か
に
」
す
る
と
い
う
の
は
、
所
謂
正
名
論
と
し
て
、
儒
家
一
法

家
・
名
家
な
ど
学
派
の
対
立
を
越
え
て
提
起
さ
れ
た
方
法
論
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

こ
こ
ま
で
は
、
と
り
た
て
て
『
称
』
の
特
質
と
も
言
い
難
い
見
解
に
止
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
②
の
「
称
を
以
て
之
を
断
ず
」
と
い
う
主
張
は
、
そ
の
正
名
の
思
想
に
加

え
て
、
時
機
・
バ
ラ
ン
ス
ヘ
の
留
意
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
正
名
論
に
比
べ
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

て
も
、
最
終
的
な
断
定
を
「
称
」
に
委
ね
る
と
い
う
点
で
、
独
特
の
主
張
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
前
章
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
『
称
』
に
於
け
る
「
天
」
の
性
格
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
る
「
人
」
事
の
在
り
方
で
あ
る
。
そ
の
天
は
、
明
暗
（
3
0
節
）
⑧
寒
署
（
1
7
節
一
・

可
不
可
（
1
6
節
）
・
奇
正
（
3
節
）
・
左
右
（
2
6
節
）
・
牝
牡
（
2
6
節
）
な
ど
と
い
う
両

面
性
を
備
え
、
そ
れ
ら
が
常
に
変
化
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
。
ま
た
人
も
、

こ
う
し
た
天
に
即
応
し
、
天
時
が
不
可
の
場
合
に
は
言
動
を
慎
み
、
天
時
が
可
の
場

合
に
は
積
極
的
行
動
に
出
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
天
と

人
と
の
関
わ
り
に
於
て
最
も
重
要
な
の
は
、
そ
も
そ
も
天
に
か
か
る
両
面
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
先
ず
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
変
化
の
様
相
を
正
し
く
見

極
め
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
に
『
称
』
が
、
単
な
る
正
名
論
に
止
ま
ら
ず
、

更
に
「
称
を
以
て
之
を
断
ず
」
と
い
う
主
張
を
掲
げ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た

天
と
人
と
の
関
係
を
前
提
に
し
て
初
め
て
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
称
」

と
い
う
書
名
も
、
こ
の
「
称
を
以
て
之
を
断
ず
」
と
い
う
思
想
を
端
的
に
表
明
せ
ん

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
第
5
1
節
に
続
く
最
終
節
で
は
、
次
の
如
く
、
様
々
な
事
物
が
「
陰
」
と
「
陽
」

に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
一
凡
そ
論
ず
る
に
は
必
ず
陰
陽
を
以
て
大
義
を
〔
立
つ
〕
。
天
は
陽
、
地
は
陰
。

　
　
　
春
は
陽
、
冬
は
陰
。
昼
は
陽
、
夜
は
陰
。
大
国
は
陽
、
小
国
は
陰
。
重
国
は

　
　
　
陽
、
軽
国
は
陰
。
有
事
は
陽
に
し
て
元
事
は
陰
。
信
（
申
）
ぶ
る
者
は
陰
（
陽
）
、

　
　
　
屈
す
る
者
は
陰
。
主
は
陽
、
臣
は
陰
。
上
は
陽
、
下
は
陰
。
男
は
陽
、
〔
女
は

　
　
　
陰
。
父
は
〕
陽
、
〔
子
は
〕
陰
。
兄
は
陽
、
弟
は
陰
。
長
は
陽
、
少
は
陰
。
貴

　
　
　
は
〔
陽
〕
、
賎
は
陰
。
達
は
陽
、
窮
は
陰
。
取
（
要
）
婦
子
を
姓
（
生
）
む
は

　
　
　
陽
、
喪
有
る
は
陰
。
人
を
制
す
る
は
陽
、
人
に
制
せ
ら
る
る
は
陰
。
客
は
陽
、

　
　
　
主
人
は
陰
。
師
は
陽
、
役
は
陰
。
言
は
陽
、
黙
は
陰
。
予
は
陽
、
受
は
陰
な

　
　
　
り
。
諸
々
の
陽
な
る
者
は
天
に
法
る
。
天
は
正
し
き
を
貴
ぶ
。
正
し
き
を
過

　
　
　
つ
を
詑
と
日
う
。
〔
　
〕
祭
及
反
。
諸
々
の
陰
な
る
者
は
地
に
法
る
。
地
の

　
　
　
徳
は
安
徐
正
静
、
柔
節
に
し
て
先
ず
定
ま
り
、
善
く
予
え
て
争
わ
ず
。
此
れ

　
　
　
地
の
度
に
し
て
雌
の
節
な
り
。
一
5
2
一

　
こ
こ
で
は
先
ず
、
「
凡
そ
論
ず
る
に
は
必
ず
陰
陽
を
以
て
大
義
を
〔
立
つ
〕
」
と
の

見
解
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
陰
陽
を
以
て
」
と
い
う
部
分
は
、
先
の
第
5
1
節
の
「
称

を
以
て
」
の
部
分
と
、
そ
の
表
現
こ
そ
違
え
、
同
じ
く
「
大
義
」
を
決
す
る
際
に
於

け
る
、
事
物
の
両
面
性
や
各
々
の
役
割
分
担
へ
の
留
意
を
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
陰
陽
を
以
て
」
も
、
先
の
「
称
を
以
て
」
と
同
じ
く
、
天
時
・
対
象
世
界
の

状
況
と
自
已
の
立
場
と
の
両
者
に
つ
い
て
、
陰
か
陽
か
の
時
期
・
バ
ラ
ン
ス
を
正
し

く
認
識
せ
よ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
春
・
冬
、
昼
・
夜
、
客
・
主
人
、
言
・
黙
、
予
一
受
な
ど
様
々
な
事
物

の
両
面
性
を
陰
・
陽
に
振
り
分
け
、
更
に
、
「
諸
々
の
陽
な
る
者
は
天
に
法
る
」
「
諸
々

の
陰
な
る
者
は
地
に
法
る
」
と
、
諸
陽
を
天
に
、
諸
陰
を
地
に
帰
納
し
総
括
す
る
。

第
；
早
で
検
討
し
た
天
の
性
格
は
、
基
本
的
に
は
明
暗
・
寒
暑
な
ど
素
朴
な
自
然
を

反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
が
「
陰
」
「
陽
」
に
よ
っ
て
よ
り

抽
象
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
称
』
は
、
こ
の
第
5
2
節
の
末
尾
に
、
「
称
」
と
い
う
書
名
と
「
千
六
百
」
と
い
う

総
字
数
を
明
記
し
て
終
わ
る
。
天
人
相
関
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た
『
称
』
の
思

想
は
、
こ
の
第
5
2
節
を
最
終
節
と
し
て
欄
筆
す
る
の
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
『
称
』

の
基
本
的
構
成
か
ら
考
え
れ
ば
、
各
々
の
節
の
独
立
性
も
高
く
、
こ
の
最
終
節
が
全

体
の
結
語
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
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か
し
な
が
ら
、
こ
の
節
の
内
容
は
、
そ
の
直
前
の
第
5
1
節
と
も
相
侯
っ
て
、
確
か
に
、

前
節
ま
で
に
論
述
さ
れ
て
き
た
種
々
の
天
人
関
係
を
総
括
す
る
に
相
応
し
い
も
の
で

あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
「
称
」

の
思
想

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
「
称
」
の
思
想
は
、
中
国
古
代
思
想
史
の
上
で
、
如
何
な

る
意
味
を
持
ち
、
ま
た
、
『
塩
鉄
論
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
漢
代
の
刑
徳
説
と
如
何
な

る
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
ま
で
の
考
察
に
於
て
は
、
『
称
』
の

各
節
の
主
張
を
、
取
り
敢
え
ず
『
称
』
独
白
の
見
解
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
が
、

以
下
で
は
、
他
の
諸
文
献
と
の
対
比
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て

行
き
た
い
。

　
そ
こ
で
本
章
で
は
、
『
称
』
に
先
行
す
る
、
或
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
と
思
わ
れ

る
文
献
の
内
、
先
ず
、
前
章
ま
で
の
論
述
の
中
で
も
若
干
触
れ
た
『
老
子
』
と
の
関

係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
『
老
子
』
全
八
十
一
章
の
内
、
そ
の
表
現
自
体
が
、
『
称
』
と
類
似
す
る
の
は
、
前

記
の
「
故
兵
者
非
君
子
之
器
、
不
詳
之
器
也
、
不
得
已
而
用
之
」
（
白
巾
書
道
経
、
現
行

本
第
3
1
章
一
の
み
で
あ
る
が
、
『
馬
王
堆
漢
墓
自
巾
書
〔
壼
〕
』
の
編
者
は
、
こ
の
他
、

「
為
道
者
日
損
」
「
進
道
若
退
」
の
二
文
を
『
称
』
第
4
節
の
読
解
に
供
す
る
参
考
と

し
て
そ
の
注
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
用
う
」
と
い
う

軍
事
論
、
「
損
」
「
退
」
等
の
消
極
的
姿
勢
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
り
、
確
か
に
、
こ

う
し
た
要
素
は
、
『
称
』
に
於
て
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
先
述
の
如
く
『
称
』
に
は
、
老
子
の
説
の
ま
ま
で
は
な
い
に
し
て
も
、
『
老

子
』
を
佑
佛
と
さ
せ
る
処
世
訓
的
要
素
も
散
見
し
た
。
更
に
、
比
較
的
独
立
性
の
高

い
短
文
（
節
一
か
ら
成
る
と
い
う
、
『
老
子
』
に
類
似
し
た
『
称
』
の
構
成
も
、
『
経

「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

法
』
な
ど
他
の
馬
王
堆
白
巾
書
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
っ
た
。
『
称
』
の
成
立
と
『
老

子
』
と
の
間
に
は
、
や
は
り
一
定
の
関
係
を
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
問
に
は
、
ま
た
大
き
な
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

『
老
子
』
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
道
」
と
『
称
』
に
於
け
る
「
道
」
と
は
、
明
ら
か

に
そ
の
意
味
内
容
を
異
に
し
て
い
た
と
言
え
る
。
『
老
子
』
に
於
い
て
は
、
宇
宙
の
根

源
、
万
物
の
母
体
を
意
味
す
る
「
道
」
が
、
『
称
』
に
於
い
て
は
、
天
の
変
化
の
正
し

い
在
り
方
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
天
」
も
、
『
老
子
』
的

「
道
」
に
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
交
互
に
周
期
的
に
変
化
し
、
人
事
に
対
す

る
規
範
⑧
理
法
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。

　
次
に
、
『
老
子
』
に
於
て
は
積
極
性
よ
り
は
消
極
性
が
、
剛
強
よ
り
は
柔
弱
が
尊
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
無
為
に
し
て
為
さ
ざ
る
は
無
し
」
（
第
3
7
・
4
8
章
）
の

如
く
、
そ
の
消
極
性
や
柔
弱
が
逆
に
「
為
さ
ざ
る
は
無
し
」
と
い
う
好
結
果
を
招
く

と
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
『
称
』
は
、
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
天
の
「
可
」
な

る
時
に
は
、
そ
れ
に
即
応
す
る
積
極
的
な
行
為
を
強
く
求
め
て
い
た
。
し
か
も
、
天

時
に
即
応
せ
ず
、
常
に
消
極
的
態
度
を
取
り
続
け
れ
ば
、
逆
に
天
の
災
い
を
受
け
る

と
警
星
口
し
て
い
た
。

　
か
く
の
如
く
、
『
称
』
と
『
老
子
』
は
、
似
て
非
な
る
関
係
に
あ
り
、
特
に
各
々
の

中
心
概
念
「
道
」
「
天
」
等
に
つ
い
て
は
大
き
な
隔
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、
同
じ
く
馬
王
堆
白
巾
書
と
し
て
『
老
子
』
乙
本
に
付
属
し
て
い
た

『
経
法
』
等
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
称
』
の
中
に
は
、
『
経
法
』
『
十
六
経
』
『
道
原
』
と
の
直
接
的
な
類
似
表
現
や
重

複
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。
但
し
、
『
経
法
』
に
は
、
『
称
』
と
の
類
以
性
を
窺
わ
せ

る
次
の
よ
う
な
主
張
が
見
ら
れ
る
。

　
　
③
鷹
化
之
道
、
平
衡
而
止
、
軽
重
不
構
、
是
謂
失
道
（
道
法
篇
）
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

　
こ
こ
で
も
、
「
化
に
応
ず
る
の
道
は
、
平
衡
に
し
て
止
む
」
と
、
変
化
へ
の
対
処
、

平
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
軽
重
称
わ
」
ず
逸
脱
し

た
人
為
が
、
「
失
道
一
道
を
失
う
）
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
『
経
法
』
と
の
直
接
的
な
類
似
点
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
が
、
実
は
、
『
経
法
』
『
十

六
経
』
と
『
称
』
に
は
、
そ
の
思
想
の
根
幹
に
関
わ
る
類
似
点
が
存
在
す
る
と
言
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
。
浅
野
裕
一
氏
「
道
家
思
想
の
起
源
と
系
譜
」
は
、
『
経
法
』
『
十
六
経
』
と
『
国

語
』
越
語
下
篇
と
の
類
似
性
に
注
目
し
、
『
国
語
』
越
語
下
篇
に
見
ら
れ
る
萢
姦
の
天

人
相
関
思
想
を
、
萢
姦
型
思
考
と
定
義
し
た
上
で
、
こ
の
特
徴
あ
る
思
考
が
『
経
法
』

等
白
巾
書
の
思
想
的
基
盤
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
戦
国
末
か
ら
漢
初
に
か
け
て
盛
行
し

光
黄
老
道
の
中
心
的
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
同
時
に
、
『
史
記
』
太
史
公
自
序
な

ど
に
見
え
る
漢
代
道
家
思
想
の
実
態
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
論
証
し
て
い

る
。　

こ
の
『
国
語
』
越
語
下
篇
と
の
類
似
性
と
い
う
点
で
は
、
以
下
の
如
く
、
『
称
』
も

ま
た
、
『
経
法
』
『
十
六
経
』
同
様
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
・
得
時
不
成
、
反
受
其
殊
、
失
徳
減
名
、
流
走
死
亡
、
有
奪
有
予
一
『
国
語
』
越

　
　
　
語
下
篇
、
『
称
』
第
1
7
節
と
の
類
似
点
）

　
　
・
得
時
弗
成
、
天
有
還
形
（
『
国
語
』
越
語
下
篇
、
同
）

　
　
。
凡
陣
之
道
、
設
右
以
爲
牝
、
盆
左
以
爲
牡
（
『
国
語
』
越
語
下
篇
、
『
称
』
第

　
　
　
2
6
節
と
の
類
似
点
）

　
　
・
蕨
縮
以
爲
常
、
四
時
以
爲
紀
、
無
過
天
極
、
究
数
而
止
（
『
国
語
』
越
語
下
篇
、

　
　
　
『
称
』
第
3
0
節
と
の
類
似
点
）

　
　
二
繭
宿
韓
化
、
後
將
悔
之
（
『
国
語
』
越
語
下
篇
、
『
称
』
第
3
7
節
と
の
類
似
点
）

　
こ
れ
ら
は
、
た
だ
単
に
表
現
の
一
部
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
『
称
』

の
基
本
的
な
思
想
そ
の
も
の
と
の
類
似
性
を
強
く
窺
わ
せ
る
。

「
凡
そ
陣
の
道
は
、
右
を
設
け
て
以
て
牝
と
為
し
、
左
を
益
し
て
以
て
牝
と
為
す
」

は
、
軍
事
の
場
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
左
⑧
右
、
牝
・
牡
と
い
う
両
面
性

を
尊
重
し
、
「
天
極
を
過
ぐ
る
こ
と
無
く
、
数
を
究
め
て
止
む
」
コ
厩
縮
転
化
し
、
後

将
に
之
を
悔
い
ん
」
は
、
天
の
窮
ま
り
無
き
変
化
と
そ
れ
へ
の
即
応
の
重
要
性
を
説

く
。
い
ず
れ
も
、
『
称
』
に
見
ら
れ
た
天
の
在
り
方
、
及
び
そ
の
天
に
対
す
る
人
為
の

在
り
方
を
想
起
さ
せ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
類
似
性
を
最
も
端
的
に
示
す
の
は
、
『
称
』
第
1
7
節
と
の
類
似

点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
時
を
得
て
成
さ
ざ
れ
ば
、
反
っ
て
其
の
殊
を
受
く
。
徳
を

失
い
名
を
減
し
、
流
走
死
亡
す
」
「
時
を
得
て
成
さ
ざ
れ
ば
、
天
に
還
形
有
り
」
の
如

く
、
天
の
時
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
即
応
し
な
い
場
合
に
は
、
か
え
っ
て
天
の
殊
を
受

け
る
と
説
く
。
こ
れ
は
、
先
に
検
討
し
た
『
称
』
に
於
け
る
天
の
性
格
と
同
様
で
あ

る
。
理
法
一
規
範
と
し
て
の
自
然
の
時
、
そ
し
て
災
い
を
下
す
人
格
神
、
と
い
う
天

の
二
重
構
造
が
こ
こ
で
も
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

　
更
に
、
『
称
』
と
『
経
法
』
等
と
の
類
以
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
『
管
子
』
『
慎
子
』

と
の
重
複
部
分
が
あ
る
。
『
経
法
』
に
も
、
現
存
諸
文
献
と
の
類
似
・
重
複
が
見
ら
れ
、

『
国
語
』
越
語
下
篇
以
外
で
は
特
に
『
管
子
』
『
慎
子
』
と
の
類
似
が
際
立
っ
て
い
た
。

同
様
に
、
『
称
』
に
於
い
て
も
以
下
の
如
く
、
『
管
子
』
『
慎
子
』
と
の
類
似
・
重
複
部

分
は
、
合
計
十
箇
所
を
越
え
、
『
准
南
子
』
『
説
苑
』
と
と
も
に
、
『
称
』
と
の
類
似
点

を
持
つ
他
の
文
献
を
圧
倒
し
て
い
る
。

　
先
ず
、
『
慎
子
』
で
あ
る
が
、
以
下
の
如
く
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
微
妙
な
表
現
の
相

違
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
『
称
』
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　
　
・
是
故
先
王
、
不
受
藤
者
不
臣
、
藤
不
厚
者
、
不
與
入
難
、
…
…
故
用
人
之
爲

　
　
　
我
、
則
莫
不
可
得
而
用
実
（
『
慎
子
』
因
循
篇
、
『
称
』
第
u
節
と
の
類
似
点
一

　
　
・
立
天
子
者
、
不
使
諸
侯
疑
焉
、
立
諸
侯
者
、
不
便
大
夫
疑
焉
、
立
正
妻
者
、
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不
使
要
妾
疑
焉
、
立
嫡
子
老
、
不
使
庶
夢
疑
焉
、
疑
則
動
、
雨
則
争
、
雑
則

　
　
　
相
傷
一
『
慎
子
』
徳
立
篇
、
『
称
』
第
1
5
節
と
の
類
似
点
一

　
　
・
天
有
明
不
憂
人
之
闇
也
、
地
有
財
、
不
憂
人
之
貧
也
、
…
…
天
難
不
憂
人
之

　
　
　
闇
也
、
閥
戸
版
必
取
已
明
焉
、
則
天
無
事
也
、
地
難
不
憂
人
之
貧
也
、
伐
木

　
　
　
刈
草
必
取
已
富
焉
、
則
地
無
事
実
（
『
慎
子
』
威
徳
篇
、
『
称
』
第
4
1
節
と
の

　
　
　
類
似
点
）

　
　
。
故
臣
有
雨
位
者
、
國
必
勧
、
臣
有
雨
位
而
國
不
勧
者
、
君
猶
在
也
、
侍
君
而

　
　
　
不
勧
、
失
君
必
勧
、
子
有
雨
位
者
、
家
必
勧
、
子
有
雨
位
而
家
不
勧
者
、
親

　
　
　
猶
在
也
、
侍
親
而
不
勧
、
失
親
必
勧
一
『
慎
子
』
徳
立
篇
、
『
称
』
第
4
5
節
と

　
　
　
の
類
似
点
）

　
こ
れ
ら
は
、
君
主
権
力
の
絶
対
化
と
国
家
秩
序
の
重
視
、
お
よ
び
臣
下
の
各
職
分

内
に
於
け
る
積
極
性
の
尊
重
、
を
説
く
点
に
於
て
共
通
し
て
い
る
。

　
次
に
、
『
称
』
と
『
管
子
』
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
そ
の
類
似
部
分
は
、
以
下
の
如

く
、
『
称
』
の
説
く
「
天
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

　
　
・
溺
盛
之
國
不
可
以
士
任
、
満
盛
之
家
不
可
以
嫁
子
、
騎
侶
傲
暴
之
人
不
可
與

　
　
　
交
（
『
管
子
』
白
心
篇
、
『
称
』
第
1
2
節
と
の
類
似
点
）

　
　
・
未
得
天
極
、
則
隠
於
徳
、
已
得
天
極
、
則
致
其
力
、
既
成
其
功
、
順
守
其
從
、

　
　
　
人
不
能
代
一
『
管
子
』
勢
篇
、
『
称
』
第
2
0
節
と
の
類
似
点
一

　
　
・
成
功
之
道
、
蘇
縮
爲
賓
、
母
亡
天
極
、
究
数
而
止
（
『
管
子
』
勢
篇
、
『
称
』

　
　
　
第
3
0
節
と
の
類
似
点
）

　
　
・
夫
碑
聖
硯
天
下
之
形
、
知
動
静
之
時
、
幌
先
後
之
梧
、
・
知
稿
幅
之
門
（
『
管
子
』

　
　
　
霧
言
篇
、
『
称
』
第
5
1
節
と
の
類
似
点
）

　
天
は
常
に
運
行
変
化
し
て
お
り
、
「
盛
盈
」
の
状
態
は
む
し
ろ
衰
退
一
減
少
の
始
ま

り
と
し
て
危
険
で
さ
え
あ
る
。
従
っ
て
、
人
は
、
天
の
時
の
見
極
め
が
大
切
で
あ
り
、

「
称
」
の
思
想
一
湯
浅
一

そ
の
天
時
に
対
応
し
た
言
動
が
重
要
で
あ
る
。
『
管
子
』
に
説
か
れ
る
こ
う
し
た
天
の

在
り
方
、
人
事
の
在
り
方
は
、
既
に
考
察
し
た
『
称
』
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
と
『
称
』
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
『
称
』
の
側
の
考
察
を
既
に

終
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
重
複
の
度
合
い
は
、

偶
然
両
者
の
表
現
が
類
似
し
た
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
ノ
＼
明
ら
か
に
意
識
的

に
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
引
用
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
両
者
が
意
図
的
に
し
ろ
偶

然
に
し
ろ
ほ
ぼ
同
じ
素
材
を
便
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

　
従
っ
て
、
仮
に
、
『
慎
子
』
が
そ
の
伝
承
通
り
、
戦
国
中
期
の
慎
到
の
頃
の
成
立
と

す
れ
ば
、
戦
国
末
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
称
』
の
側
が
、
『
慎
子
』
に
於
け
る

君
主
権
力
の
絶
対
化
と
国
家
秩
序
の
重
視
、
お
よ
び
臣
下
の
各
職
分
内
に
於
け
る
積

極
性
の
尊
重
と
い
う
要
素
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
自
已
の
思
想
中
に
取
り

込
ん
だ
、
と
の
推
測
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
両
者
が
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
両
者
は
共
通
素
材
を
抱
え
つ
っ
、
各
々
独
自
の
思
想
形
成
を
遂
げ
て
行
っ

た
、
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
管
子
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

『
管
子
』
の
該
当
部
分
が
『
称
』
に
先
行
す
る
と
す
れ
ば
、
『
称
』
の
側
が
『
管
子
』

に
於
け
る
「
天
」
の
思
想
を
取
り
込
ん
だ
と
推
測
で
き
、
ま
た
両
者
の
成
立
が
ほ
ぼ

同
時
期
、
あ
る
い
は
『
称
』
の
成
立
が
『
管
子
』
に
先
行
す
る
と
す
れ
ば
、
両
者
が

共
通
素
材
に
基
づ
い
て
各
々
の
思
想
を
形
成
し
た
、
あ
る
い
は
『
管
子
』
の
側
が
『
称
』

の
「
天
」
を
取
り
込
ん
だ
、
と
の
推
測
が
可
能
に
な
ろ
う
。

　
『
管
子
』
『
慎
子
』
と
も
、
そ
の
成
立
事
情
に
は
不
明
瞭
な
部
分
を
残
し
て
お
り
、

『
称
』
と
の
前
後
関
係
も
明
確
に
は
し
難
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
重
複
は
、

『
管
子
』
『
慎
子
』
と
『
称
』
と
の
思
想
的
関
連
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
の
点
も
、
『
経

法
』
と
の
重
要
な
類
似
点
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

sokyu
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

　
か
く
の
如
く
、
『
経
法
』
『
十
六
経
』
等
の
出
土
文
献
同
様
、
こ
の
『
称
』
も
、
『
国

語
』
越
語
下
篇
、
『
管
子
』
『
慎
子
』
等
と
の
高
い
類
似
性
を
示
し
、
そ
の
天
人
相
関

思
想
に
最
大
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。

六
、
「
称
」

の
思
想
と
「
権
」

の
思
想

　
次
に
、
『
称
』
と
漢
代
思
想
と
の
関
係
、
特
に
、
先
に
課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
い
た

『
塩
鉄
論
』
に
見
え
る
統
治
原
理
の
問
題
と
こ
の
「
称
」
の
思
想
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
『
称
』
を
初
め
と
す
る
馬
王
堆
白
巾
書
は
、
一
九
七
三
年
ま
で
、
そ

の
存
在
す
ら
全
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
古
逸
書
で
あ
る
が
、
そ
の
出
土
状
況

か
ら
、
少
な
く
と
も
漢
代
初
期
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
現
に
、

『
准
南
子
』
『
説
苑
』
な
ど
、
漢
代
の
諸
文
献
に
も
、
『
称
』
と
同
様
の
表
現
が
多
く

見
ら
れ
る
。
『
称
』
と
漢
代
思
想
と
の
関
係
も
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
も
の
と
し
て
前
稿
に
取
り
上
げ
た
董

仲
箭
の
刑
徳
説
、
お
よ
び
馬
王
堆
白
巾
書
『
明
君
』
の
刑
徳
説
を
以
下
に
先
ず
取
り
上

げ
る
。

　
『
明
君
』
は
、
前
項
に
於
て
論
述
し
た
如
く
、
儒
家
的
側
面
と
法
家
的
側
面
と
を

並
存
さ
せ
、
王
道
と
霜
道
と
の
間
に
質
的
差
等
を
設
け
ず
、
両
者
を
連
続
的
に
捉
え

よ
う
と
し
た
。
こ
の
『
明
君
』
の
思
想
は
、
「
文
武
井
用
は
、
長
久
の
術
な
り
」
（
『
漢

書
』
陸
買
伝
）
と
言
わ
れ
る
漢
代
思
想
界
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の

の
、
董
仲
箭
と
の
決
定
的
な
相
違
は
、
そ
の
「
王
霜
」
「
刑
徳
」
「
文
武
」
等
の
両
者

を
統
合
す
る
天
一
天
道
一
を
持
た
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
こ
う
し
た
儒

法
折
衷
・
王
霜
統
合
を
説
く
思
想
は
、
先
秦
か
ら
漢
初
に
至
る
思
想
的
潮
流
の
形
成

に
、
一
定
の
役
割
を
演
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
天
道
観
の
不
備
と
い
う
点
が
、

そ
の
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
最
大
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
『
明
君
』
と
『
称
』
と
は
、
統
治
原
理
の
使
い
分
け
を
説
く
点
に
於
て
は
共
通

す
る
も
の
の
、
そ
の
天
道
説
の
有
無
と
い
う
大
き
な
相
違
点
を
持
つ
と
言
え
る
。

　
次
に
、
董
仲
箭
の
刑
徳
説
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
『
春
秋
繁
露
』
の
関
係
部
分

を
以
下
に
列
記
す
る
。

　
　
・
在
善
悪
、
悪
之
麗
轟
爲
陰
、
善
之
属
轟
爲
陽
、
陽
爲
徳
、
陰
爲
刑
、
刑
反
徳

　
　
　
而
順
於
徳
、
亦
権
之
類
也
一
『
春
秋
繁
露
』
陽
尊
陰
卑
篇
）

　
　
・
故
日
、
陽
天
之
徳
、
陰
天
之
刑
也
、
陽
氣
媛
而
陰
氣
寒
、
陽
氣
予
而
陰
氣
奪
、

　
　
　
陽
氣
仁
而
陰
氣
涙
、
陽
氣
寛
而
陰
氣
急
、
陽
氣
愛
而
陰
氣
悪
、
陽
氣
生
而
陰

　
　
　
氣
殺
一
同
一

　
　
・
是
故
陽
常
居
實
位
而
行
於
盛
、
陰
常
居
虚
位
而
行
於
末
、
天
之
好
仁
而
近
、

　
　
　
悪
戻
之
愛
而
遠
、
大
徳
而
小
刑
之
意
也
、
先
経
而
後
構
、
貴
陽
而
賎
陰
也
（
同
）

　
　
・
此
見
天
之
近
陽
而
遠
陰
、
大
徳
而
小
刑
也
、
是
故
人
主
近
天
之
所
近
、
遠
天

　
　
　
之
所
遠
、
大
天
之
所
大
、
小
天
之
所
小
、
是
故
天
敷
右
陽
而
不
右
陰
、
務
徳

　
　
　
而
不
務
刑
、
刑
之
不
可
任
以
成
世
也
、
猶
陰
不
可
任
以
爲
歳
也
、
爲
政
而
任

　
　
　
刑
、
謂
之
逆
天
、
非
王
道
也
（
同
）

　
　
・
故
刑
者
徳
之
輔
、
陰
者
陽
之
助
、
…
…
陽
貴
而
陰
賎
、
天
之
制
也
一
天
弁
在

　
　
　
人
篇
）

　
　
・
天
之
任
陽
不
任
陰
、
好
徳
不
好
刑
、
如
是
也
（
陰
陽
位
篇
）

　
　
一
天
道
之
常
、
一
陰
一
陽
、
陽
者
、
天
之
徳
也
、
陰
者
、
天
之
刑
也
（
陰
陽
義

　
　
　
篇
）

右
の
如
く
、
『
春
秋
繁
露
』
も
『
称
』
と
同
様
に
、
世
界
の
諸
物
一
諸
現
象
を
陰
陽

に
振
り
分
け
、
天
の
両
面
性
一
即
ち
陰
陽
）
と
人
事
と
の
相
関
関
係
を
説
く
。
但
し
、

『
春
秋
繁
露
』
で
は
、
陽
－
徳
・
善
・
大
二
員
、
陰
－
刑
・
悪
・
小
・
賎
、
の
如
く
、
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最
終
的
に
は
陽
の
側
の
価
値
的
優
位
が
説
か
れ
て
い
る
。
「
陰
」
「
陽
」
、
「
刑
」
「
徳
」

両
者
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
「
陽
貴
く
し
て
陰
賎
き
は
、
天
の
制
な
り
」
（
天
弁
在

人
篇
一
と
の
面
直
的
差
等
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
世
界
に
於
て
も

同
様
に
、
「
刑
」
を
統
治
技
術
の
一
つ
と
し
て
認
め
な
が
ら
、
「
政
を
為
し
て
刑
に
任

ず
、
之
を
天
に
逆
ら
う
と
謂
う
。
王
道
に
非
ざ
る
な
り
」
一
陽
尊
陰
卑
篇
一
と
、
基
本

的
に
は
法
治
の
価
値
を
徳
治
の
下
位
に
位
置
付
け
る
。

　
こ
の
見
解
は
、
先
に
引
用
し
た
『
塩
鉄
論
』
に
於
け
る
賢
良
文
学
側
の
第
二
第
三

の
見
解
と
も
合
致
す
る
が
、
こ
う
し
た
「
文
」
「
徳
」
と
い
う
常
道
に
対
レ
、
「
武
」

「
刑
」
等
を
非
常
手
段
、
臨
機
応
変
の
処
置
と
見
徹
し
て
そ
れ
ら
に
一
定
の
評
価
を

付
与
す
る
思
想
は
、
「
刑
、
徳
に
反
し
て
而
も
徳
に
順
う
、
亦
た
権
の
類
な
り
」
（
『
春

秋
公
羊
伝
』
桓
公
十
一
年
）
と
言
わ
れ
る
如
く
、
春
秋
公
羊
学
に
於
て
、
「
経
」
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
る
「
権
」
の
思
想
と
呼
ば
れ
、
漢
代
の
政
治
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
統
治
原
理
に
関
す
る
『
称
』
と
の
類
似
点
、
相
違
点
を
明
確
に
す
る
た

め
に
、
こ
の
「
権
」
の
思
想
と
「
称
」
の
思
想
と
を
対
比
し
て
み
る
。

　
ま
ず
、
「
称
」
と
「
権
」
は
、
各
々
元
来
、
は
か
り
の
天
秤
棒
・
分
銅
を
意
味
し
、

い
ず
れ
も
「
は
か
り
」
「
は
か
る
」
と
い
う
基
本
的
な
意
味
か
ら
、
先
秦
時
代
以
来
、

ほ
ど
よ
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
、
か
な
う
、
時
宜
に
適
っ
た
臨
機
応
変
の
処
置
を
行
な

う
、
と
い
う
意
味
に
延
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
特
定
の
学
派
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
個
々
の
言
動
一
人
事
か
ら
国
家
の
施
策
に
ま
で
適
応
す

る
幅
広
い
概
念
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
資
幣
を
量
り
て
軽
重
を
権
り
、
以
て
民

を
振
救
す
」
（
『
国
語
』
周
語
）
、
「
地
を
廓
む
る
に
は
利
を
分
ち
、
権
に
懸
け
て
而
し

て
動
く
」
（
『
孫
子
』
軍
争
篇
）
、
「
貴
賎
に
等
あ
り
長
幼
に
差
あ
り
貧
富
軽
重
に
皆
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な

有
る
者
な
り
」
（
『
荷
子
』
礼
論
篇
・
富
国
篇
）
「
皆
、
衣
食
百
用
を
し
て
出
入
相
擦
じ

／
＼
必
ず
時
々
に
余
り
を
蔵
せ
し
む
。
之
を
称
数
と
謂
う
な
り
」
（
同
、
富
国
篇
）
、

「
称
」
の
思
想
一
湯
浅
）

「
其
の
四
時
を
審
に
し
、
其
の
用
を
権
節
し
、
其
の
機
器
を
具
備
す
」
一
『
管
子
』
小

匡
篇
）
の
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
、
共
通
の
意
味
を
持
つ
両
者
は
、
時
に
、
「
天
下
を

一
に
し
、
国
家
を
建
つ
る
の
権
称
を
知
ら
ず
」
（
『
萄
子
』
非
十
二
子
篇
）
、
「
聖
人
は

道
を
傭
え
、
美
を
全
う
す
る
者
な
り
。
是
れ
天
下
を
懸
か
に
す
る
の
権
称
な
り
」
（
同
、

正
論
篇
）
、
と
連
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
「
権
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
春
秋
公
羊
学
に
よ
っ
て
理
論
化
さ
れ
る
「
経
」

に
対
す
る
「
権
」
、
経
常
に
反
し
な
が
ら
結
果
が
常
道
に
合
致
す
る
臨
機
応
変
の
処
置

と
し
て
の
意
味
が
存
在
し
、
そ
れ
は
、
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
、
「
隠
居
し
て
言
を

お放
き
、
身
、
清
に
中
り
、
廃
、
権
に
中
る
」
一
『
論
語
』
微
子
篇
）
、
「
与
に
立
つ
可
し
、

未
だ
与
に
権
る
可
か
ら
ず
」
（
同
、
子
竿
篇
）
、
「
嬢
の
溺
れ
た
る
と
き
、
之
を
援
う
に

手
を
以
て
す
る
は
、
権
な
り
」
（
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
）
、
「
中
を
執
り
て
権
な
け
れ
ば
、

猶
お
一
を
執
る
が
ご
と
し
」
（
同
、
尽
心
上
篇
）
と
見
え
る
如
く
で
あ
る
。

　
但
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
場
合
の
時
は
、
時
と
場
合
と
い
う
程
の
時
③
時

宜
で
あ
り
、
人
事
の
規
範
・
理
法
と
し
て
運
行
推
移
す
る
天
道
を
意
味
す
る
の
で
は

な
い
。

　
こ
う
し
た
「
称
」
と
「
権
」
の
思
想
に
対
し
、
前
記
の
如
く
、
馬
王
堆
白
巾
書
『
称
』

や
『
春
秋
繁
露
』
『
公
羊
伝
』
で
は
、
そ
の
人
事
の
正
当
性
の
根
拠
を
陰
陽
一
四
時
等

の
天
道
に
求
め
、
為
政
者
の
統
治
原
理
と
し
て
理
論
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の

時
は
単
な
る
時
宜
で
は
な
く
、
天
道
の
運
行
変
化
を
背
景
と
し
た
人
事
の
規
範
と
し

て
の
天
時
な
の
で
あ
る
。
こ
の
天
道
と
の
連
結
と
い
う
点
が
、
「
称
」
と
「
権
」
，
の
思

想
史
に
於
け
る
両
者
共
通
の
意
義
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
儒
家
的
理
念
を
基
盤
に
据
え
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
両
者
に
は

ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
相
違
も
生
じ
た
。

　
先
ず
、
「
権
」
は
「
経
（
常
道
一
」
の
対
概
念
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
「
経
」
と
同
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
一

様
の
善
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
に
於
て
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
飽
く
ま

で
も
基
本
的
に
は
「
経
」
が
価
直
的
上
位
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
称
」
に
は
、
こ
う

し
た
対
概
念
が
な
ノ
＼
と
に
か
く
そ
の
時
々
の
天
道
に
適
い
、
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
こ
と
が
価
値
を
持
つ
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
称
」
の
規
範
は
常
に
天
道
で
あ
り
、
天
道
の
推
移
に
応
じ
て
統
治
原
理
や

個
々
の
人
事
も
変
化
す
る
。
一
方
、
理
論
化
さ
れ
た
「
権
」
も
、
そ
の
規
範
は
基
本

的
に
は
天
道
で
あ
る
が
、
「
権
」
を
何
時
ど
の
程
度
使
用
す
る
か
は
、
結
局
、
為
政
者

　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

の
手
に
委
ね
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
経
」
と
「
権
」
は
、
「
称
」
の
思
想
に
類
似
し
な

が
ら
も
、
儒
家
的
理
念
の
尊
重
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
「
称
」
よ
り
都
合
の
い
い
理
論

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
何
故
な
ら
、
「
称
」
の
思
想
は
、
徳
治
⑧
法
治
と
い
う
統
治
原

理
そ
の
も
の
を
も
、
天
道
の
も
と
面
直
的
に
は
同
等
で
あ
り
変
化
す
る
と
考
え
る
の

に
対
し
、
「
経
」
と
「
権
」
の
思
想
は
、
法
治
の
存
在
も
一
応
認
め
て
現
実
に
対
応
し

つ
つ
、
飽
く
ま
で
基
本
原
理
は
徳
治
で
あ
る
と
主
張
し
得
、
更
に
そ
の
行
使
を
為
政

者
の
手
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
権
力
を
確
実
に
掌
握
し
得
る
か
ら
で
あ

（
1
2
一

る
。　

そ
れ
で
は
改
め
て
、
董
仲
箭
⑧
『
明
君
』
⑧
『
称
』
の
三
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
三

者
の
共
通
点
は
、
文
一
武
、
刑
⑧
徳
な
ど
、
相
対
立
す
る
諸
原
理
の
並
存
を
認
め
、

そ
の
使
い
分
け
を
説
く
点
に
あ
る
。
こ
の
内
、
『
明
君
』
に
於
け
る
文
武
・
刑
徳
は
、

そ
の
上
位
に
天
一
天
道
）
を
戴
か
ず
、
『
称
』
・
董
仲
箭
は
、
そ
れ
ら
諸
要
素
を
天
道

の
下
に
統
合
せ
ん
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
『
称
』
・
董
仲
箭
に
対
す
る
『
明
君
』

の
相
違
点
で
あ
る
。
ま
た
、
董
仲
箭
は
、
一
旦
並
存
を
認
め
た
両
要
素
を
、
結
果
的

に
は
価
値
的
差
等
を
つ
け
て
捉
え
る
が
、
『
明
君
』
と
『
称
』
は
、
両
要
素
の
間
に
明

確
な
価
値
的
差
異
は
認
め
な
い
。
『
称
』
に
於
て
も
確
か
に
、
「
大
国
は
降
、
小
国
は

陰
、
重
国
は
陽
、
軽
国
は
陰
」
「
主
は
陽
、
臣
は
陰
」
「
人
を
制
す
る
ぼ
陽
、
人
に
制

せ
ら
る
る
は
陰
」
な
ど
、
一
見
、
陽
の
側
の
価
値
的
優
位
を
説
く
か
と
思
わ
れ
る
部

分
も
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
『
称
』
は
、
決
し
て
こ
れ
ら
の
価
直
的
差
等
を
明
示

せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
諸
物
一
諸
現
象
の
両
面
性
、
或
い

は
そ
の
変
化
に
、
「
称
」
の
思
想
に
よ
っ
て
対
処
せ
よ
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
三
者
を
比
較
す
れ
ば
、
新
た
に
出
土
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
白
巾
書
の

存
在
が
、
実
は
、
先
秦
か
ら
漢
初
に
至
る
思
想
史
の
解
明
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
称
』
は
、
統
治
原
理
の
変
化
を
認
め
て
現
実
世
界
へ

の
柔
軟
な
対
応
を
説
き
、
ま
た
、
白
巾
書
『
明
君
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
天
道
と
統

治
原
理
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
た
。
『
塩
鉄
論
』
に
於
け
る
御
史
大
夫
の
刑
徳
説

を
支
え
て
い
た
理
論
は
、
正
し
く
こ
の
「
称
」
の
如
き
理
論
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
代

に
於
け
る
「
経
」
と
「
権
」
の
思
想
、
『
塩
鉄
論
』
に
於
け
る
賢
良
文
学
の
第
二
第
三

の
刑
徳
説
、
そ
し
て
董
仲
箭
の
刑
徳
説
の
成
立
過
程
と
実
態
も
、
一
」
。
の
「
称
」
の
思

想
の
存
在
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
明
快
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。結

----2: 

RR 

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
『
塩
鉄
論
』
に
見
ら
れ
た
御
史
大
夫
の
刑
徳
説
、
そ
し
て
、
賢

良
文
学
の
四
つ
の
見
解
の
変
化
を
発
端
に
、
馬
王
堆
漢
墓
白
巾
書
『
称
』
の
思
想
を
取

り
上
げ
考
察
を
加
え
て
き
た
。
『
称
』
の
思
想
は
、
そ
の
天
人
相
関
説
に
最
大
の
特
色

を
示
し
、
特
に
そ
の
天
は
、
自
然
の
理
法
と
し
て
運
行
推
移
す
る
天
道
く
そ
の
理

法
に
逸
脱
し
た
人
問
に
災
禍
を
下
す
人
格
神
的
天
と
の
二
重
構
造
を
以
て
提
示
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
『
老
子
』
『
慎
子
』
『
管
子
』
『
経
法
』
な
ど
、
黄
老
思
想
の
形
成
に

深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
諸
文
献
と
、
様
々
な
点
に
於
て
類
似
す
る
一
方
、
天

の
変
化
と
そ
の
多
面
性
、
及
び
そ
の
天
に
即
応
す
る
人
為
の
在
り
方
を
、
五
十
余
節
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の
中
に
「
称
」
の
思
想
と
し
て
提
示
す
る
な
ど
、
そ
の
独
自
性
も
見
ら
れ
た
。

　
か
つ
て
孟
子
は
、
淳
子
影
几
と
の
論
争
に
於
て
、
「
娘
の
溺
れ
た
る
と
き
、
之
を
援
う

に
手
を
以
て
す
る
は
、
権
な
り
」
（
離
婁
上
篇
）
と
、
確
か
に
「
権
」
を
認
め
た
が
、

そ
れ
は
、
陰
陽
・
四
時
等
の
天
道
の
運
行
変
化
と
の
関
係
を
理
論
化
し
た
も
の
で
も

な
く
、
ま
た
、
徳
治
主
義
⑤
法
治
主
義
そ
の
も
の
の
選
択
に
関
わ
る
よ
う
な
柔
軟
性

を
持
つ
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
王
道
政
治
・
徳
治
主
義
を
不
動
の
原
理
と

し
た
上
で
の
、
儒
家
の
徳
目
内
に
於
け
る
「
権
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
天
下
危
急
の
際
に
は
、
そ
の
理
想
に
妥
協
を
加
え
、
現
実
的
な
施
策
を
行
な

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
淳
子
髭
の
反
論
に
、
孟
子
は
あ
く
ま
で
、
「
天
下

の
溺
る
る
と
き
は
、
之
を
援
う
に
道
を
以
て
し
、
娘
の
溺
れ
た
る
と
き
、
之
を
援
う

に
手
を
以
て
す
。
子
は
手
も
て
天
下
を
援
わ
ん
と
す
る
か
」
（
同
）
と
、
王
道
政
治
・

徳
治
主
義
自
体
に
は
何
ら
の
変
更
も
許
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
『
明
君
』
は
、
儒
法
両
要
素
の
並
存
と
王
道
霜
道
概
念
の
連
続
化

を
容
易
に
し
、
統
治
原
理
そ
の
も
の
の
使
い
分
け
を
提
唱
し
た
。
激
動
の
時
代
が
求

め
た
の
は
、
そ
う
し
た
固
定
的
な
理
想
主
義
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
称
』
は
更
に
、
統
治
原
理
の
並
存
を
、
天
道
と
の
関
係
か
ら
理
論
化
し
、
そ
の
天

道
の
変
化
と
人
為
の
的
確
な
対
応
を
「
称
」
概
念
に
よ
っ
て
集
約
す
る
の
で
あ
る
。

馬
王
堆
白
巾
書
『
称
』
は
、
政
治
カ
・
軍
事
力
の
相
対
的
関
係
に
よ
っ
て
揺
れ
動
く
、

正
に
「
称
」
の
如
き
時
代
が
産
ん
だ
、
政
治
思
想
の
集
積
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

註
（
1
）

以
下
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

国
学
会
報
』
第
三
十
九
集
、

拙
稿
「
塩
鉄
論
争
に
見
る
管
子
と
童
仲
箭
の
思
想
」

一
九
八
七
年
）
参
照
。

「
称
」
の
思
想
一
湯
浅
一

（
『
日
本
中

一
2
一
拙
稿
「
馬
王
堆
白
巾
書
『
明
君
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
宙
号
、
一
九
八
八

　
　
年
）
。

（
3
一
刑
と
徳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
一
1
）
の
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
『
韓
非
子
』
二
柄
篇

　
　
に
も
、
刑
徳
二
柄
を
掌
握
す
べ
し
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
法
治
を
不
動

　
　
の
統
治
原
理
と
し
た
上
で
、
臣
民
を
統
御
す
る
手
段
と
し
て
の
賞
罰
付
与
の
権
限
を
掌
握
せ

　
　
よ
と
の
主
張
に
止
ま
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
刑
徳
説
と
は
、
法
治
・
徳
治

　
　
と
い
う
統
治
原
理
そ
の
も
の
を
天
道
に
結
び
付
け
て
両
者
の
併
用
・
使
い
分
け
を
説
く
見
解

　
　
を
指
す
。

一
4
一
『
称
』
全
篇
の
内
、
判
読
で
き
る
文
字
は
一
四
九
三
字
。
こ
の
他
、
白
巾
の
破
れ
に
よ
っ
て
判
読

　
　
で
き
な
い
も
の
の
、
前
後
の
文
字
数
・
文
脈
か
ら
そ
の
存
在
を
推
測
で
き
る
文
字
が
概
ね
一

　
　
五
〇
s
一
七
〇
字
あ
る
。
従
っ
て
、
「
千
六
百
」
と
い
う
文
字
数
は
、
ほ
ぼ
妥
当
な
数
値
で
あ

　
　
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
称
』
の
文
献
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
明
ら
か
に
な
る
。

一
5
）
以
下
、
『
称
』
の
訓
読
に
際
し
て
は
、
『
馬
王
堆
漢
墓
自
巾
書
〔
壼
〕
』
（
国
家
文
物
局
古
文
献
研

　
　
究
室
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
○
年
一
を
底
本
と
す
る
。
本
書
の
付
す
注
や
私
見
に
よ
り

　
　
字
句
を
補
綴
し
た
部
分
が
あ
り
、
そ
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
〔
〕
…
原
文
自
体
が
欠
落
し
て
い
て
判
読
困
難
な
部
分
。

　
　
　
〔
語
句
〕
…
原
文
自
体
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
前
後
の
文
脈
、
あ
る
い
は
他
文
献
と
の
対

　
　
　
　
　
　
　
比
に
よ
り
、
推
定
さ
れ
る
語
句
。

　
　
　
一
文
字
一
…
異
体
字
・
音
通
な
ど
に
よ
り
、
直
前
の
文
字
を
読
み
替
え
た
文
字
。
及
び
語

　
　
　
　
　
　
　
注
・
補
足
。

（
6
）
元
晴
の
「
晴
」
に
つ
い
て
、
『
馬
王
堆
漢
墓
畠
書
〔
壼
〕
』
の
注
は
「
互
い
に
講
る
」
こ
と
と

　
　
し
、
「
元
晴
傷
道
」
を
、
反
対
意
見
が
な
け
れ
ば
道
は
発
展
完
成
し
な
い
と
解
釈
す
る
が
、
弁

　
　
証
法
を
強
く
意
識
し
た
、
や
や
唐
突
な
解
釈
で
あ
り
、
「
道
を
傷
な
う
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

　
　
に
は
相
応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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「
称
」
の
思
想
（
湯
浅
）

一
7
一
『
慎
子
』
徳
立
篇
の
方
は
、
第
五
章
に
後
述
の
如
く
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
但
し
、
『
韓
非
子
』

　
　
説
疑
篇
の
方
は
、
「
故
に
日
く
、
壁
に
適
に
擬
す
る
の
子
有
り
、
配
に
妻
に
擬
す
る
の
妾
有
り
、

　
　
逆
に
相
に
擬
す
る
の
臣
有
り
、
臣
に
主
に
擬
す
る
の
寵
有
り
。
此
の
四
者
は
、
国
の
危
き
所

　
　
な
り
。
内
寵
后
に
並
び
、
外
寵
政
を
二
に
し
、
枝
子
適
に
配
し
、
大
臣
主
に
擬
す
る
は
、
乱

　
　
の
道
な
り
」
の
如
く
、
同
様
の
趣
旨
を
逆
の
視
角
か
ら
論
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
文
中

　
　
の
「
疑
」
字
に
つ
い
て
は
、
『
慎
子
』
を
参
考
に
す
れ
ば
、
文
字
通
り
「
疑
う
」
、
ま
た
『
韓

　
　
非
子
』
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
擬
う
」
の
意
と
取
れ
る
。

一
8
）
但
し
、
第
3
7
章
に
相
当
す
る
白
吊
書
本
で
は
、
甲
本
乙
本
と
も
「
道
恒
元
名
」
と
記
さ
れ
て
お

　
　
り
、
現
行
本
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

一
9
一
浅
野
裕
一
氏
「
道
家
思
想
の
起
源
と
系
譜
（
上
）
1
黄
老
道
の
成
立
を
中
心
と
し
て
1
」
一
『
島

　
　
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
十
四
巻
、
一
九
八
○
年
）
、
「
同
（
下
）
」
（
『
島
根
大
学
教
百
学
部

　
　
紀
要
』
第
十
五
巻
、
一
九
八
一
年
）
。

（
1
0
）
日
原
利
国
氏
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
一
創
文
杜
、
一
九
七
六
年
）
所
収
「
経
と
権
　
原
則
と

　
　
例
外
－
」
参
照
。

一
u
一
従
っ
て
「
権
」
の
思
想
に
於
て
は
、
為
政
者
の
個
人
的
力
量
・
人
為
が
重
要
な
鍵
を
握
る
こ

　
　
と
と
な
る
。
そ
こ
で
『
左
氏
伝
』
や
『
穀
梁
伝
』
は
、
こ
の
「
権
」
を
危
険
な
便
宜
主
義
と

　
　
し
て
非
難
し
、
ま
た
後
に
朱
子
は
、
「
聖
賢
に
非
ざ
れ
ば
行
う
能
わ
ず
」
「
大
概
、
用
う
可
か

　
　
ら
ざ
る
の
時
多
し
」
（
『
朱
子
語
類
』
三
七
）
と
、
「
権
」
の
行
使
が
可
能
な
の
は
聖
人
た
る
王

　
　
者
の
み
で
あ
る
と
、
「
権
」
の
行
使
を
局
限
せ
ん
と
し
て
い
る
（
注
1
0
日
原
氏
論
文
参
照
）
。

　
　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
統
治
原
理
と
為
政
者
の
基
本
的
関
係
が
、
法
治
な

　
　
ら
ぬ
人
治
の
伝
統
を
形
成
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

一
1
2
一
但
し
、
こ
う
し
た
「
権
」
の
思
想
が
、
公
羊
学
の
創
出
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問

　
　
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
注
一
1
）
の
出
稿
で
も
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
馬
王
堆
畠
書
に
は
、

　
　
　
「
春
夏
も
て
徳
と
為
し
、
秋
冬
も
て
刑
と
為
す
。
徳
を
先
に
し
刑
を
後
に
し
て
以
て
生
を
養

　
　
う
」
（
『
十
六
経
』
観
篇
）
、
「
夫
れ
時
に
並
び
て
以
て
民
功
を
養
う
。
徳
を
先
に
し
刑
を
後
に

　
　
し
て
、
天
に
従
う
」
（
同
）
の
如
く
、
「
刑
」
よ
り
「
徳
」
を
優
先
さ
せ
ん
と
す
る
思
考
、
あ

　
　
る
い
は
、
「
二
文
一
武
を
用
う
る
者
は
王
た
り
」
（
『
経
法
』
君
正
篇
）
、
「
三
時
成
功
、
一
時
刑

　
　
殺
は
、
天
地
の
道
な
り
」
一
同
、
論
約
篇
）
の
如
く
「
武
」
よ
り
「
文
」
に
や
や
価
値
を
認
め

　
　
る
思
考
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
「
称
」
の
思
想
よ
り
更
に
公
羊
学
の
刑
徳
説
に
接
近
し
て
い

　
　
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
元
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
一
A
一
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

　
　
　
　
部
で
あ
る
。

sokyu


